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パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
憲
法
体
制
構
想戸

澤

英

典

﹇
目
次
﹈

一

は

じ

め

に

二

『
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
出
版
か
ら
ブ
リ
ア
ン
構
想
ま
で
（
―
一
九
三
〇
年
）

三

苦
闘
の
三
〇
年
代
（
一
九
三
〇
―
三
八
年
）

四

ス
イ
ス
か
ら
米
国
亡
命
へ
（
一
九
三
八
―
四
五
年
）

五

ク
伯
の
帰
欧
か
ら
欧
州
評
議
会
創
設
ま
で
（
一
九
四
五
―
五
〇
年
）

六

統
合
の
「
傍
流
」
へ
（
一
九
五
〇
―
七
二
年
）

七

オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
一
九
七
二
年
―
）

八

む

す

び

に

一

は

じ

め

に

二
〇
〇
三
年
九
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
で
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
民
投
票
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
四
年
五
月
に
予
定
さ
れ
る
第
五

次
拡
大
の
加
盟
候
補
国
十
カ
国
の
批
准
手
続
き
は
実
質
的
に
終
了
し
、
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
は
現
在
の
十
五
カ
国
か
ら
二
十
五
カ
国
に
な
る

こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

次
期
拡
大
の
加
盟
予
定
国
の
ほ
と
ん
ど
は
、
冷
戦
時
代
に
旧
ソ
連
・
東
欧
圏
に
属
し
、
九
〇
年
代
に
急
速
な
民
主
化
・
市
場
経
済
化
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を
経
験
し
た
国
々
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
こ
れ
ら
の
国
々
の
民
主
化
・
市
場
経
済
化
が
逆
行
し
な
い
よ
う
側
面
支
援
す
る
と
い
う
狙
い

を
持
つ
反
面
、
体
制
移
行
か
ら
日
の
浅
い
新
規
加
盟
国
の
政
治
・
経
済
が
Ｅ
Ｕ
に
及
ぼ
す
影
響
に
対
す
る
懸
念
も
小
さ
く
な
い
。
そ
う

し
た
懸
念
に
対
す
る
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
と
し
て
、
一
九
九
三
年
六
月
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
欧
州
理
事
会
は
、
拡
大
に
関
す
る
「
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
・
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
」
を
打
ち
出
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
加
盟
候
補
国
の
政
治
・
経
済
・
法
体
系
を
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
条
件
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
条
約
七
条
の
制
裁
条
項
が
導
入
さ
れ
、
加
盟
国
に
よ
る
民
主

的
価
値
（
Ｅ
Ｕ
条
約
六
条
）
の
「
重
大
か
つ
継
続
的
な
侵
害
」
が
認
定
さ
れ
た
場
合
の
一
定
の
権
利
停
止
が
規
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
の
ハ
イ
ダ
ー
（Jörg

H
aider

）
党
首
率
い
る
「
極
右
」
自
由
党
の
連
立
政
権
参
加
が
惹
起
し
た
オ
ー

ス
ト
リ
ア
問
題
は
、
こ
の
制
裁
条
項
を
実
際
に
適
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
結
局
、
他
の
Ｅ
Ｕ
十
四

カ
国
は
Ｅ
Ｕ
の
措
置
と
し
て
で
は
な
く
各
々
の
二
国
間
関
係
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
外
交
関
係
を
実
質
的
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
こ

れ
を
九
月
の
「
賢
人
委
員
会
」
に
よ
る
解
除
勧
告
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
五
月
の
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ル

ル
ス
コ
ー
ニ
政
権
の
成
立
に
際
し
て
再
び
こ
の
Ｅ
Ｕ
条
約
六
条
・
七
条
の
問
題
が
論
議
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
の
ニ
ー
ス
条
約
に

よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
条
約
七
条
の
文
言
に
は
「
違
反
予
防
規
定
」
を
挿
入
す
る
改
正
が
為
さ
れ
た
も
の
の
、
六
条
が
規
定
す
る
「
加
盟
国
に
共

通
の
憲
法
的
伝
統
に
由
来
す
る
基
本
権
」
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｕ
内
部
で
の
見
解
に
も
か
な
り
の
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。

こ
の
個
々
の
加
盟
国
の
政
治
体
制
と
Ｅ
Ｕ
全
体
と
の
関
係
の
問
題
は
、
東
方
拡
大
に
よ
っ
て
加
盟
国
が
一
気
に
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
尖
鋭
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
冷
戦
の
終
結
と
ド
イ
ツ
統
一
と
い
う
国
際
環
境
の
激
変
に
対
し
て
、
統

合
の
飛
躍
的
な
深
化
を
打
ち
出
し
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
（
一
九
九
二
）
が
憲
法
体
制
の
変
革
の
名
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に

比
し
て
、
そ
の
後
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
一
九
九
七
）、
ニ
ー
ス
（
二
〇
〇
一
）、
と
続
い
た
政
府
間
会
議
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
）
に
よ
る
条
約
改
正

（阪大法学）５３（３・４―３５８）９８０〔２００３．１１〕



は
弥
縫
的
な
も
の
に
終
始
し
た
。
こ
の
間
、
欧
州
基
本
権
憲
章
（E

u
ropean

C
h

arter
of

F
u

n
dam

en
tal

R
igh

ts

）
が
基
本
条
約

と
は
切
り
離
さ
れ
て
政
治
的
宣
言
に
と
ど
め
ら
れ
た
経
緯
も
、
憲
法
体
制
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
根
幹
的
な
議
論
の
難
し
さ
を
浮
き
彫
り

に
し
た
。
大
規
模
な
拡
大
を
目
前
に
控
え
、
こ
う
し
た
条
約
改
正
の
不
十
分
さ
に
対
す
る
危
機
感
を
背
景
に
、
Ｅ
Ｕ
の
将
来
像
に
関
す

る
諮
問
会
議
（th

e
E

u
ropean

C
on

ven
tion

）
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
Ｅ
Ｕ
の
将
来
像
に
関
す
る
諮
問
会
議
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
等
に
よ
っ
て
市
民
に
も
開
か
れ
た
形
を
と
り
つ
つ
憲
法
論

議
を
重
ね
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
Ｅ
Ｕ
憲
法
草
案
（D

raft
T

reaty
establish

in
g

a
C

on
stitu

tion
for

E
u

rope

）
を
採
択
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
憲
法
草
案
が
Ｉ
Ｇ
Ｃ
で
の
条
約
改
正
作
業
に
ど
の
程
度
直
結
す
る
の
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
草
案
を
ま
と

め
る
際
に
、
Ｅ
Ｕ
の
奉
じ
る
基
本
価
値
に
キ
リ
ス
ト
教
を
含
め
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
論
点
と
な
り
、
特
に
ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
実

現
性
を
疑
問
視
す
る
発
言
が
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
議
長
か
ら
も
漏
れ
た
。
い
よ
い
よ
欧
州
の
周
縁
部
に
及
ん
で
き
た
Ｅ
Ｕ
拡
大
が
、

ど
の
よ
う
に
欧
州
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
さ
ら
に
は
加
盟
資
格
）
を
規
定
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
改
め
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
の
憲
法
体
制
に
関
す
る
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
思
想
の
古
典
的
な
問
題
で
も
あ
る
。
国
家
間
レ
ベ
ル
に
つ
い
て

は
、
古
く
か
ら
連
邦
主
義
（federalism

）／
国
家
連
合
（con

federalism

）、
超
国
家
主
義
（su

pran
ation

alism

）／
政
府
間
主
義

（in
tergovern

m
en

talism

）
と
い
っ
た
概
念
分
類
で
、
そ
の
権
限
関
係
の
画
定
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
「
補
完
性
の
原
理
」
や
欧
州
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
で
は
、
Ｅ
Ｕ
・
国
家
・
地
域
（
地
方
自
治
体
）
の
各
レ

ベ
ル
の
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
視
野
に
収
め
て
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
加
盟
国
の

政
治
体
制
と
相
互
に
影
響
を
与
え
な
が
ら
共
時
的
に
変
化
す
る
側
面
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
持
つ
国
家
間
／
加
盟
国
レ
ベ
ル
の
双
方
の
政
治
体
制
を
含
む
憲
法
体
制

（C
on

stitu
tion

）
に
対
す
る
関
心
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
そ
う
し
た
論
点
に
対
す
る
構
想
の
変
遷
を
、
著
書
『
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パン・ヨーロッパ運動の憲法体制構想

（阪大法学）５３（３・４―３５９）９８１〔２００３．１１〕



パ
』
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
思
想
を
喧
伝
し
、
か
つ
現
実
の
政
治
運
動
化
さ
せ
た
始
祖
で
あ
る
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
と
、

彼
の
創
設
し
た
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
に
即
し
て
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
爵
（G

raf
R

ich
ard

N
ikolau

s
C

ou
den

h
ove-K

alergi:

以
下
「
ク
伯
」
と

略
）
お
よ
び
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
母
親
で
あ
る
青
山
光
子
が
「
Ｅ
Ｅ
Ｃ
（
現
在
で
は
Ｅ
Ｕ
）
の
祖
母
」
と
し

て
幾
度
と
な
く
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
伯
の
活
動
全
体
や
パ
ン

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
に
つ
い
て
は
意
外
と
研
究
が
少
な
い
。
本
稿
で
は
、
従
来
日
本
で
は
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
史
料
に
も
依
拠

し
つ
つ
考
察
し
て
い（
１
）

く
。

ク
伯
の
活
動
は
大
き
く
分
け
て
五
つ
の
時
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き（
２
）

る
。
以
下
、
本
稿
で
は
そ
の
時
期
区
分
に
倣
い
、（
一
）
パ

ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
創
設
か
ら
国
際
連
盟
で
の
ブ
リ
ア
ン
仏
首
相
の
「
欧
州
合
衆
国
」
提
案
と
そ
の
挫
折
ま
で
の
一
九
二
〇
年
代
、

（
二
）
一
九
三
八
年
に
ナ
チ
ス
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
に
よ
っ
て
「
亡
命
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ま
で
、（
三
）
一
九
三
八
年
以
降
―

―
特
に
第
二
次
大
戦
中
の
米
国
亡
命
時
代
、
（
四
）
第
二
次
大
戦
直
後
か
ら
一
九
五
〇
年
の
欧
州
評
議
会
創
設
ま
で
、
（
五
）
統
合
の
「
傍

流
」
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
晩
期
、
の
各
時
期
に
つ
い
て
ク
伯
の
政
治
体
制
構
想
の
変
遷
を
見
て
い（
３
）

く
。
さ
ら
に
、
ク
伯
死
後
に
パ
ン
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
長
と
な
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
活
動
に
つ
い
て
も
簡
単
に
扱（
４
）

い
、
最
後
に
総
括
的
な
考
察
を
付

す
。

二

『
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
出
版
か
ら
ブ
リ
ア
ン
構
想
ま
で
（
―
一
九
三
〇
年
）

若
干
二
九
歳
の
ク
伯
が
一
九
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
に
よ
っ
て
欧
州
の
文
壇
に
華
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー
を
飾

（
５
）

り
、
さ
ら
に
自
ら
政
治
活
動
を
組
織
し
て
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
を
推
進
し
た
一
九
二
〇
年
代
が
、
結
果
的
に
は
ク
伯
の
活
動
（
さ

（阪大法学）５３（３・４―３６０）９８２〔２００３．１１〕



ら
に
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
自
体
）
の
最
盛
期
と
な
っ
た
。

ク
伯
の
『
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
世
界
を
（
ａ
）
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、（
ｂ
）
パ
ン
・
ア
メ

リ
カ
、（
ｃ
）
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
、（
ｄ
）
大
英
帝
国
、（
ｅ
）
パ
ン
・
ア
ジ
ア
、
の
五
大
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
々
の
地
域
毎
に

統
合
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
あ（
６
）

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
構
想
自
体
は
近
代
国
家
の
形
成
さ
れ
た
一
四
世
紀
以
降
の
も
の
だ
け
で
も
無

数
に
存
在
す
る（
７
）

が
、
ク
伯
の
「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
構
想
の
一
大
特
徴
は
、
英
国
と
ロ
シ
ア
を
欧
州
か
ら
切
り
離
し
た
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。

一
九
二
三
年
末
に
ク
伯
は
「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
」（P

an
eu

ropa-U
n

ion
:

Ｐ
Ｅ
Ｕ
）
を
結
成
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の

後
援
を
得
て
ホ
フ
ブ
ル
ク
（
旧
王
宮
）
内
に
事
務
局
を
構
え
、
本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
た
。
一
九
二
六
年
一
〇
月
に
は
ウ
ィ
ー
ン
で

二
十
四
カ
国
か
ら
二
千
人
以
上
の
政
治
家
お
よ
び
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
を
集
め
て
最
初
の
「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
」

（P
an

eu
ropa-K

on
greß

）
が
開
か
れ（
８
）

た
。
一
九
二
七
年
に
は
仏
外
相
で
あ
っ
た
ブ
リ
ア
ン
（A

ristid
B

rian
d

）
を
名
誉
総
裁
に
推

戴
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
支
部
に
於
け
る
活
動
も
盛
ん
に
な
っ（
９
）

た
。

ブ
リ
ア
ン
の
支
持
を
受
け
た
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
構
想
は
現
実
の
外
交
の
場
に
上
っ
た
。
一
九
二
九
年
九
月
に
、
首
相
と
な
っ
て
い

た
ブ
リ
ア
ン
は
国
際
連
盟
総
会
の
場
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
経
済
的
に
近
接
さ
せ
る
な
ら
ば
、
次
に
我
々
は
諸
民
族
を
政
治
的
に

も
結
合
さ
せ
、
階
級
も
相
互
に
歩
み
寄
る
で
あ
ろ
う
」
と
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
」
の
提
案
を
行
っ
た
。
独
外
相
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ

ン
も
こ
の
提
案
に
支
持
を
与
え
た
。
仏
外
務
省
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
十
六
カ
国
の
代
表
か
ら
委
託
を
受
け
、
一
九
三
〇
年
五
月
に
ブ
リ

ア
ン
提
案
を
具
体
化
し
た
覚
書
を
出
し（
１０
）

た
。

し
か
し
こ
の
覚
書
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
を
固
定
化
し
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
ロ
カ
ル
ノ
条
約
の
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
に
過
ぎ
な
い

内
容
と
な
っ
て
い
た
。
折
り
か
ら
一
九
二
九
年
一
〇
月
の
独
外
相
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
の
死
去
に
よ
り
ド
イ
ツ
外
交
に
お
い
て
は
修
正
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主
義
が
台
頭
し
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
の
暴
落
に
端
を
発
す
る
恐
慌
の
影
響
で
各
国
の
保
護
主
義
が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

結
局
、
こ
の
ブ
リ
ア
ン
提
案
は
フ
ラ
ン
ス
の
同
盟
国
以
外
に
は
支
持
を
得
ら
れ
ず
、
棚
上
げ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

で
は
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
は
ど
の
よ
う
な
政
治
体
制
を
構
想
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
見
る
際
に
は
、
ま
ず
ク
伯
の
社
会
秩
序
観
、
即
ち
「
新
貴
族
主
義
」
を
見
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
九
二

〇
年
に
ク
伯
が
小
著
『
貴
族
』（A

d
el

）
で
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
思
想
は
当
時
の
青
年
層
が
強
く
影
響
を
受
け
て
い
た
ニ

ー
チ
ェ
に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
グ
ワ
ィ
ヨ
ー
（Jean

M
arie

G
u

yau

）
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い（
１１
）

う
。

ク
伯
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
現
代
の
民
主
主
義
の
時
代
は
、
二
つ
の
大
き
な
貴
族
的
時
期
の
悲
し
む
べ
き
中
間
に
あ
る
と
い

え
る
。
す
な
わ
ち
、
剣
を
持
っ
た
封
建
的
な
貴
族
政
治
と
、
精
神
に
よ
る
社
会
的
な
貴
族
政
治
の
中
間
に
あ
る
の
で
あ
る
。
封
建
的
貴

族
政
治
は
没
落
し
よ
う
と
し
つ
つ
あ
り
、
精
神
的
貴
族
政
治
は
生
成
さ
れ
よ
う
と
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
中
間
期
は
民
主
主
義
的
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
金
力
に
よ
る
似
て
非
な
る
貴
族
政
治
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い（
１２
）

る
。」

こ
う
し
た
ク
伯
の
「
民
主
主
義
」
に
対
す
る
懐
疑
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
こ
そ
時
代
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
も
の
の
終
生
基
本
的
に
は
変
わ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
姿
勢
と
言
え
る
。

次
に
、
ク
伯
の
統
合
構
想
の
背
景
を
見
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
多
民
族
国
家
で
あ
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
下
の
貴
族
の
出
身
と
し

て
、
ク
伯
の
育
っ
た
ロ
ン
ス
ペ
ル
ク
城
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
従
僕
ま
で
も
が
（
日
本
語
を
含
む
）
数
カ
国
語
を
操
っ
て
い
た
と
い

う
。
外
国
か
ら
の
賓
客
も
多
か
っ
た
が
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
語
習
得
の
た
め
に
数
カ
月
滞
在
し
た
パ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
運
動
の
創
始
者
と

し
て
知
ら
れ
る
ス
ラ
ワ
ー
ジ
ー
（A

bdu
llah

-M
ah

m
u

n
S

u
h

raw
orth

y

）
は
ク
伯
に
強
い
印
象
を
与
え
た
と
い（
１３
）

う
。
ま
た
、
当
初

は
魅
せ
ら
れ
て
い
た
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
が
、
そ
の
「
民
族
自
決
」
の
原
則
を
適
用
し
た
結
果
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
治
下
の
有
機
的
つ

な
が
り
を
破
壊
し
た
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
後
述
す
る
ド
ナ
ウ
連
邦
構
想
の
よ
う
な
国
民
国
家
（N

ation
-S

tate

）
を
超
え
る
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方
向
性
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ク
伯
の
憲
法
体
制
構
想
に
考
察
を
進
め
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
一
九
三
〇
年
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
約
提
案
が
具
体
的
な

も
の
と
な
っ
て
い（
１４
）

る
。
こ
れ
が
ク
伯
の
基
本
構
想
と
思
わ
れ
る
の
で
少
し
詳
し
く
紹
介
し
よ
う
。

こ
の
協
約
提
案
は
全
二
〇
条
か
ら
成
り
、
前
文
（A

van
t-propos

）
に
続
い
て
五
部
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

前
文
で
は
、
原
則
の
第
一
と
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
絶
対
主
権
を
不
変
と
す
る
こ
と
（laisser

in
tacte

la
sou

verain
eté

absolu
e

des
E

tats
eu

ropéen
s

）」
と
い
う
文
言
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
に
「
国
際
連
盟
規
約
の
諸
原
則
と
不
戦
条
約
の
遵
守
」
や

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
対
す
る
如
何
な
る
侵
略
の
試
み
も
不
成
功
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
」
…
…
と
続
い
て
い
た
。

第
一
部
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」
で
は
、
こ
の
協
約
に
よ
り
「
締
約
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
を
保
障
す
る
未
来
永
劫
の
同
盟
を
創
設

し
、
政
治
的
・
経
済
的
・
知
的
協
力
を
組
織
す
る
」
こ
と
が
唱
わ
れ
、
具
体
的
な
条
文
と
し
て
、
第
一
条
で
は
「
こ
の
協
約
を
批
准
し

た
諸
国
の
国
民
の
総
計
が
一
億
二
千
万
を
超
え
た
時
点
で
発
効
す
る
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
第
二
条
で
は
「
こ
の
協
約
へ
の
加

盟
が
、（
植
民
地
を
除
き
）
そ
の
領
土
の
全
て
も
し
く
は
過
半
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
英
国
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
等
の
付
随

す
る
島
嶼
部
を
含
む
）
に
属
す
る
国
に
開
か
れ
、
領
土
の
過
半
に
満
た
な
い
部
分
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
属
す
る
国
に
つ
い
て
は
他
の
加
盟

国
の
全
会
一
致
で
そ
の
加
盟
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
、
こ
の
条
文
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
と
し
て
、「
他
の
全
て
の
連
邦
加

盟
国
が
認
め
た
場
合
に
は
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
に
つ
い
て
も
加
盟
の
道
を
開
く
趣
旨
」と
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
、
連
邦
機
関
の
所
在
地（
三

条
）、
連
邦
特
別
区
（
四
条
）、
連
邦
市
民
権
（
五
条
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
が
国
際
連
盟
規
約
二
一
条
に
規
定
さ
れ
る
地
域
約
定
で
あ

る
こ
と
（
六
条
）、
と
い
う
条
項
が
置
か
れ
て
い
た
。

第
二
部
「
加
盟
国
の
義
務
」
で
は
、
国
際
連
盟
規
約
お
よ
び
不
戦
条
約
の
遵
守
（
七
条
）、
集
団
安
全
保
障
条
項
（
八
条
）、
紛
争
を

連
邦
裁
判
所
（
当
事
者
双
方
が
連
邦
加
盟
国
の
場
合
）
も
し
く
は
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
（
一
方
当
事
者
が
連
邦
非
加
盟
国
の
場
合
）

パン・ヨーロッパ運動の憲法体制構想

（阪大法学）５３（３・４―３６３）９８５〔２００３．１１〕



に
委
託
す
る
義
務
（
九
条
）、
国
内
の
民
族
的
・
宗
教
的
少
数
派
に
対
し
て
完
全
な
平
等
を
保
障
す
る
こ
と
（
十
条
）、
連
邦
内
の
よ
り

緊
密
な
経
済
協
力
実
現
の
た
め
に
加
盟
国
が
個
々
に
最
恵
国
条
項
を
含
む
条
約
を
結
ば
な
い
こ
と
（
一
一
条
）、
連
邦
協
約
と
抵
触
す

る
条
約
の
無
効
等
（
一
二
条
）、
と
い
っ
た
条
項
が
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
第
一
三
条
で
は
「
熱
帯
ア
フ
リ
カ
（l’A

friqu
e

tropicale

）

に
存
在
す
る
連
邦
加
盟
国
の
植
民
地
に
於
い
て
は
、
全
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
が
経
済
活
動
に
関
す
る
完
全
な
自
由
を
享
受
す
る
」
と

規
定
さ
れ
、
こ
の
条
文
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
と
し
て
「
植
民
地
を
保
有
す
る
列
強
に
の
み
熱
帯
ア
フ
リ
カ
の
開
発
（exploitation

）

が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
経
済
的
な
不
平
等
を
生
み
だ
し
将
来
の
紛
争
の
種
と
な
る
た
め
」
と
し
て
い
た
。

第
三
部
「
連
邦
機
関
」
で
は
、
第
一
四
条
で
、
評
議
会
（L

e
C

on
seil

）、
総
会
（l’A

ssem
blée

）、
裁
判
所
（L

a
C

ou
r

）、
宰
相

府
（L

a
C

h
an

cellerie
）
の
四
者
が
置
か
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
と
し
て
「
評
議
会
と
総
会
は
二
院
制
の
議
会

に
相
当
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
た
。

評
議
会
（
一
五
条
）
に
つ
い
て
は
、
各
国
政
府
（
但
し
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
以
外
の
人
口
十
万
人
以
下
の
国
は
除
く
）
の
代
表
か
ら
構
成

さ
れ
、
月
二
回
以
上
会
合
を
行
い
、
各
国
一
票
で
�
加
盟
国
の
主
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
制
、
�
そ
れ
以
外
の
問
題

に
つ
い
て
は
単
純
多
数
決
制
で
決
定
を
行
う
、
等
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
評
議
会
の
下
部
機
構
と
し
て
、
経
済
、
通
貨
、
運
輸
、

軍
事
、
司
法
、
文
化
の
各
領
域
に
つ
い
て
専
門
委
員
会
を
置
く
と
さ
れ
た
。

総
会
（
十
六
条
）
は
、
年
二
回
以
上
の
会
合
を
持
ち
、
連
邦
宰
相
、
副
宰
相
、
財
務
相
、
裁
判
官
の
選
任
を
行
い
、
ま
た
連
邦
に
関

係
す
る
問
題
に
関
す
る
提
案
権
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
た
。
総
会
の
多
数
決
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
提
案
は
、
連
邦
宰
相
に
よ
り
評
議
会
で

の
決
定
に
付
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
総
会
の
代
議
員
は
各
国
議
会
の
互
選
（
議
会
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
政
府
の
指
名
）
と

し
、
人
口
に
応
じ
て
最
大
五
人
ま
で
の
代
表
を
送
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

裁
判
所
（
十
七
条
）
の
権
限
と
し
て
は
、（
ａ
）
連
邦
加
盟
国
間
の
紛
争
の
確
認
、（
ｂ
）
連
邦
規
約
違
反
、
特
に
不
戦
条
約
の
違
反
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に
該
当
す
る
侵
略
国
の
認
定
、（
ｃ
）
連
邦
特
別
区
の
司
法
、（
ｄ
）
連
邦
と
加
盟
国
の
権
限
の
画
定
、（
ｅ
）
連
邦
規
約
の
解
釈
、
が

列
挙
さ
れ
て
い
た
。
裁
判
所
の
組
織
と
し
て
は
、
各
々
五
名
の
裁
判
官
か
ら
成
る
三
つ
の
小
法
廷
を
持
ち
、
長
官
お
よ
び
副
長
官
二
名

を
互
選
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

宰
相
府
（
一
八
条
）
は
、
連
邦
宰
相
、
副
宰
相
、
財
務
相
の
三
名
（
各
々
任
期
四
年
）
と
（
評
議
会
の
専
門
委
員
会
に
対
応
し
た
）

政
策
領
域
毎
の
複
数
の
事
務
局
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
か
ら
構
成
さ
れ
、
評
議
会
お
よ
び
総
会
の
政
治
的
監
督
権
に
服
し
、
評
議
会
と
恒
常

的
な
関
係
を
保
つ
、
と
さ
れ
た
。
連
邦
宰
相
は
評
議
会
お
よ
び
総
会
を
主
宰
す
る
と
共
に
、
両
院
へ
の
提
案
権
を
持
ち
、
ま
た
対
内
的

・
対
外
的
に
連
邦
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
。

第
四
部
「
連
邦
財
政
」
の
章
は
、
一
九
条
の
み
で
「
連
邦
財
政
の
財
源
と
し
て
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
対
し
て
課
す
入
国
税
（la

taxe

de
débarqu

iem
en

t

）
を
充
て
る
」
と
の
規
定
が
あ
り
、
そ
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
の
創
設
に
よ
り
新
た
な

財
政
負
担
を
加
盟
国
に
強
い
る
こ
と
な
く
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
の
一
体
性
を
強
め
る
観
点
か
ら
も
「
米
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
課

し
て
い
る
よ
う
な
入
国
税
を
、
よ
り
裕
福
な
米
国
人
旅
行
者
に
課
す
の
が
上
策
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

第
五
部
に
は
、
協
約
改
正
手
続
き
の
規
定
（
二
〇
条
）
が
置
か
れ
、
加
盟
国
の
主
権
に
関
わ
る
協
約
改
正
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
を

要
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
一
九
三
〇
年
の
協
約
提
案
か
ら
、
ク
伯
の
当
初
の
憲
法
体
制
構
想
の
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
三
点
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
一
に
、
各
国
の
内
政
に
対
し
て
は
直
接
的
な
干
渉
を
避
け
つ
つ
、
欧
州
内
部
の
相
互
不
可
侵
に
力
点
を
置
く
国
家
間
機
構
と
し
て

の
欧
州
連
邦
が
構
想
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
加
盟
国
の
主
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
制
を
採
り
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
国
家

以
外
の
諸
国
に
対
し
て
は
拒
否
権
を
保
障
し
て
い
た
。
ま
た
連
邦
機
構
に
つ
い
て
も
、
国
際
連
盟
の
機
構
と
基
本
的
に
は
パ
ラ
レ
ル
な

も
の
を
想
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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第
二
に
、
ク
伯
の
欧
州
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
明
確
に
読
み
と
れ
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、「
精
神
的
権
威
」

で
あ
る
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
特
別
扱
い
か
ら
、
欧
州
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
（
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が
存
し
て
い
る

こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
他
方
で
、
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
を
事
実
上
排
除
し
、
ま
た
財
政
規
定
に
あ
る
よ
う
に
金
満
的
な
米
国
に
対
す
る
対

抗
意
識
も
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
に
つ
き
、
い
わ
ば
「
共
同
所
有
（
開
発
）」
の
方
針
を
打
ち

出
し
、
後
の
「
ユ
ー
ロ
ア
フ
リ
カ
」（l’E

u
roafriqu

e

）
の
先
駆
と
も
言
え
る
構
想
と
な
っ
て
い
た
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
、
ク
伯
の
「
知
識
人
」
に
対
す
る
信
頼
で
あ
る
。
こ
の
協
約
提
案
で
の
連
邦
構
想
の
中
で
、
最
も
苦
心
の
見
ら
れ
る
点
は
「
侵

略
国
」
の
認
定
を
も
行
い
得
る
裁
判
官
の
独
立
性
で
あ
る
。
そ
の
人
選
に
つ
き
、
協
約
提
案
は
「
各
国
の
最
高
裁
判
所
判
事
も
し
く
は

大
学
教
授
か
ら
選
出
」
と
明
記
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
知
識
人
階
級
（
法
曹
家
）
が
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
自
由
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
知
識
人
階
級
こ
そ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
を
先
導
す
る
役
割
を
果
た
す
と
い
う
暗
黙
の

前
提
が
あ
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。

三

苦
闘
の
三
〇
年
代
（
一
九
三
〇
―
三
八
年
）

ブ
リ
ア
ン
構
想
が
挫
折
し
た
後
、
失
意
に
陥
っ
た
ク
伯
が
再
起
を
図
っ
た
の
が
一
九
三
二
年
一
〇
月
に
バ
ー
ゼ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第

三
回
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
二
〇
年
代
の
熱
気
は
失
わ
れ
、
大
恐
慌
の
影
響
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国

内
情
勢
も
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
ま
た
、
国
際
的
に
も
列
強
は
一
国
的
な
解
決
法
を
模
索
し
、
ま
た
各
々
が
同
盟
国
や
植
民

地
を
囲
い
込
む
経
済
圏
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
図
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
三
〇
年
代
を
通
し
て
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
は
活
路
を
見
出
す
べ

く
悪
戦
苦
闘
を
続
け
る
こ
と
に
な（
１５
）

る
。

こ
の
時
期
の
ク
伯
は
、
ド
ル
フ
ス
（E

n
gelbert

D
ollfu

ß

）
に
接
近
し
て
い
た
。
ド
ル
フ
ス
自
身
が
農
業
界
出
身
だ
っ
た
こ
と
も
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あ
り
、
そ
の
勧
め
が
発
端
と
な
っ
て
一
九
三
六
年
に
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
会
議
が
開
か
れ
た
。
ま
た
同
年
に
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
教
科
書
会
議
も
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
政
策
分
野
別
の
会
議
の
試
み
は
、
一
面
で
は
ど
こ
か
に
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
実
現

の
端
緒
は
な
い
か
と
す
る
ク
伯
の
苦
心
の
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

他
方
、
ク
伯
は
欧
州
の
政
治
・
経
済
体
制
の
危
機
に
対
す
る
処
方
箋
を
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
解
決
に
見
出
そ
う
と
し
て
い（
１６
）

た
。
オ

ー
ス
ト
リ
ア
国
内
で
は
ド
ル
フ
ス
の
身
分
制
国
家
（S

tän
destaat

）
を
支
持
す
る
一（
１７
）

方
、
国
際
的
に
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
へ
の
接
近
を

試
み
た
。

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
を
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
に
引
き
込
み
、
同
時
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
独
立
を
守
ろ
う
と
す
る
ク
伯
の
方
針
は
、
三

〇
年
代
に
は
ド
ナ
ウ
連
合
（D

on
au

-U
n

ion

）
構
想
と
い
う
形
を
取
っ
た
。
こ
れ
は
農
業
国
で
あ
る
ド
ナ
ウ
川
流
域
諸
国
を
大
国
で

あ
る
独
伊
と
結
び
つ
け
る
形
で
経
済
共
同
体
を
形
成
し
、
そ
こ
に
将
来
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
や
他
の
欧
州
諸
国
を
も
引
き
入
れ
て
パ
ン
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
あ（
１８
）

る
。
こ
の
ド
ナ
ウ
連
合
構
想
は
、「
生
存
可
能
性
」（L

eben
sfäh

igkeit

）
が
危
惧
さ

れ
、
ド
イ
ツ
と
の
合
邦
（
ア
ン
シ
ュ
ル
ス
）
が
検
討
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
交
に
、
別
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
提
示
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
政
治
体
制
構
想
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
の
は
植
民
地
の
扱
い
で
あ
る
。
ク
伯
は
イ
タ
リ
ア
の
エ
チ
オ
ピ
ア
侵
攻
を
支
持
し
た
。

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
と
っ
て
植
民
地
の
拡
大
が
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
志
向
で
あ
り
、
こ
の
点
は
後
述
す
る
よ
う
に
一
九
五
〇

年
代
に
ま
で
基
本
的
に
は
続
く
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
接
近
と
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
関
係
は
好
対
照
を
為
し
て
い（
１９
）

る
。
こ
の
相
違
が
ど
こ
に
由
来

す
る
か
は
従
来
の
フ
ァ
シ
ズ
ム（
２０
）

論
と
も
関
連
す
る
論
点
で
あ
ろ
う
が
、
ク
伯
の
場
合
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
態
度
が
決
定
的
な
差
異

を
も
た
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ク
伯
の
夫
人
で
あ
る
イ
ダ
・
ロ
ー
ラ
ン
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三
大
美
人
」
と
も
評
さ
れ
た
有
名
な
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女
優
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
関
す
る
著
作
で
世
上
知
ら
れ
た
父
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
同
様
、
ク
伯
自
身
も

終
生
ユ
ダ
ヤ
問
題
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
続
け（
２１
）

た
。

ナ
チ
ズ
ム
と
対
立
す
る
中
、
こ
れ
と
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
を
峻
別
し
て
接
近
す
る
と
い
う
ク
伯
の
戦
略
は
、
目
立
っ
た
成
功
を
見
せ
な
い

ま
ま
三
国
同
盟
の
締
結
に
よ
っ
て
最
終
的
に
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
一
九
三
八
年
初
頭
に
出
版
さ
れ
た
小
著
に

は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
独
裁
体
制
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
両
立
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
人
の
可
死
（m

ortal

）
か
つ
信
頼
で
き
な
い
独
裁
者
の

署
名
は
、
連
邦
協
約
を
維
持
す
る
の
に
十
分
な
保
障
を
与
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
の
難
し
さ
が
あ
る
。
パ
ン

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
被
治
者
に
よ
る
統
治
者
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
無
し
に
は
成
立
せ
ず
、
つ
ま
り
は
欧
州
の
多
く
の
地
域
が
独
裁
体
制
に

あ
る
限
り
、
不
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
は
﹇
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
実
現
の
た
め
に
は
﹈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
憲
法
が
全
て
同
質
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
反
対
で
あ
る
。
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
下
で
は
、
君
主
制
が
共
和
制
と
共
存
し
、
中
央
集
権
国

家
が
連
邦
国
家
と
共
存
し
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
が
議
会
制
民
主
主
義
と
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
人
権
を
認
め
な
い
国
家
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な（
２２
）

い
。」

こ
の
直
後
の
一
九
三
八
年
三
月
一
三
日
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
併
合
さ
れ
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
務
局

は
占
拠
さ
れ
た
。
ク
伯
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
を
経
由
す
る
苦
難
の
逃
避
行
の
末
、
ス
イ
ス
に
逃
れ
た
。

四

ス
イ
ス
か
ら
米
国
亡
命
へ
（
一
九
三
八
―
四
五
年
）

ス
イ
ス
に
入
っ
た
ク
伯
は
以
前
か
ら
山
荘
を
所
有
し
て
い
た
グ
ス
タ
ー
ド
（G

staad

）
に
居
所
を
構
え
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
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動
の
本
部
を
ベ
ル
ン
に
置
い
た
。
ま
た
、
こ
の
他
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
「
研
究
拠
点
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
活

動
の
本
拠
地
は
パ
リ
で
あ
り
、
か
つ
て
の
主
家
の
正
統
継
承
者
で
あ
る
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
知
り
合
っ
た
の
も
パ

リ
で
あ
っ（
２３
）

た
。

し
か
し
、
ナ
チ
ス
の
欧
州
で
の
攻
勢
が
激
し
く
な
り
、
一
九
四
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
が
占
領
下
に
置
か
れ
る
と
、
中
立
国
ス
イ
ス
で
の

活
動
も
次
第
に
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
ク
伯
は
リ
ス
ボ
ン
に
逃
れ
、
亡
命
の
た
め
の
査
証
取
得
に
奔
走
し
た
。
一
時
は
英
国
へ

の
渡
航
も
検
討
し
た
が
査
証
の
取
得
に
手
間
取
り
、
ま
た
英
国
で
の
活
動
の
見
通
し
が
芳
し
く
な
い
と
い
う
ク
ー
パ
ー
（D

u
ff

C
ooper

）
ら
の
助
言
も
あ
り
、
結
局
米
国
へ
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

米
国
に
亡
命
し
た
当
初
の
ク
伯
は
、
講
演
旅
行
な
ど
を
通
し
て
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
普
及
活
動
を
試
み
た
が
、
当
初
は
財
政

的
に
も
苦
し
く
、
活
動
も
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
一
転
さ
せ
た
の
が
、
一
九
四
一
年
秋
に
カ
ー
ネ
ギ

ー
平
和
財
団
（C

arn
egie

E
n

dow
m

en
t

for
In

tern
ation

alP
eace

）
の
理
事
長
バ
ト
ラ
ー
（N

ich
olas

M
u

rray
B

u
tler

）
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
の
寄
付
講
座
を
ク
伯
に
申
し
出
た
こ
と
で
あ
っ（
２４
）

た
。
こ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
平
和
財
団
に
よ
る
寄
付
講
座
「
戦
後
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
邦
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
ク
伯
と
ザ
ー
ヒ
ャ
ー
教
授
（A

rn
old

J.
Z

u
rch

er

）
の
共
同
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
一
九
四
二
年
春

学
期
に
開
設
さ
れ
、
五
、
六
名
の
大
学
院
生
が
参
加
し
て
い
た
と
い（
２５
）

う
。

こ
う
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
活
動
の
本
拠
を
得
た
ク
伯
は
、
ア
チ
ソ
ン
（D

ean
A

ch
eson

）
や
ダ
レ
ス
（Joh

n
F

oster

D
u

lles

）
と
い
っ
た
米
国
の
要
人
に
加
え
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
英
首
相
に
対
し
て
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け（
２６
）

た
。

ま
た
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
ば
か
り
で
は
な
く
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
協
調
し
な
が
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

た
め
に
諸
活
動
を
行
っ
た
。
一
九
四
一
年
に
は
ク
伯
を
首
班
と
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
亡
命
政
府
構
想
も
存
在
し（
２７
）

た
が
、
こ
れ
に
は
社
会

民
主
党
系
の
亡
命
者
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、
結
局
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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ク
伯
の
米
国
で
の
活
動
は
、
次
第
に
賛
同
者
を
増
や
し
、
一
九
四
三
年
三
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
第
五
回
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
積
極
的
姿
勢
を
見
せ
た
。
さ
ら
に
チ
ャ
ー
チ
ル
は
四
三
年
八

月
に
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
米
大
統
領
と
の
ケ
ベ
ッ
ク
会
談
に
お
い
て
、
世
界
大
の
平
和
機
構
の
下
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
・
ア
メ
リ

カ
の
三
つ
の
下
部
機
構
を
置
い
て
各
々
を
統
合
す
る
、
と
い
う
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
地
域
統
合
構
想
に
対
し
て
は
米
国
内
に
は
む
し
ろ
警
戒
す
る
声
の
方
が
強
か
っ
た
。
米
国
が
参
加
す
る
と
な
れ

ば
議
会
の
賛
成
を
容
易
に
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
不
参
加
で
あ
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
米
国
締
め
出
し
が
懸
念
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、「
一
つ
の
世
界
」（“O

n
e

W
orld”

）
―
具
体
的
に
は
ハ
ル
国
務
長
官
の
国
際
連
合
の
構
想
―
と
の
関
係
が
問
題
視
さ
れ

た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
（W

alter
L

ippm
an

n

）
も
そ
う
し
た
理
由
か
ら
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
構
想
に
反
対
し
た
論
者
で

あ（
２８
）

る
。

し
か
し
そ
の
後
、
一
九
四
五
年
一
二
月
の
『
コ
リ
ヤ
ー
ズ
』
誌
（C

ollier’s

）
の
ク
伯
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
関
す
る
記
事
に
ト
ル

ー
マ
ン
大
統
領
が
感
銘
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
誌
に
転
載
さ
れ
、
米
国
の
「
公
式
政
策
」

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ（
２９
）

た
、
と
い
う
。

米
国
亡
命
期
の
ク
伯
の
政
治
体
制
構
想
を
見
よ
う
。
一
九
四
四
年
三
月
、
前
年
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
で
の
決
議
を
受
け
て
、

パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
務
委
員
会
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
連
名
で
「
欧
州
合
衆
国
憲
法
草
案
」
が
公
表
さ
れ（
３０
）

た
。

こ
の
憲
法
草
案
は
全
九
十
五
条
か
ら
成
り
、
前
文
（P

ream
ble

）
に
続
い
て
一
五
の
部
（S

ection

）
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
以
下
、

そ
の
要
点
の
み
を
記
そ
う
。

第
二
部
は
「
加
盟
国
の
憲
法
体
制
」（In

tern
al

C
on

stitu
tion

al
S

tan
dards

of
M

em
ber

S
tates

）
と
題
さ
れ
、「
男
子
も
し

く
は
男
女
（on

e
or

both
sexes

）
の
成
年
市
民
に
よ
る
自
由
・
平
等
・
秘
密
選
挙
」
に
よ
る
議
会
を
持
つ
こ
と
（
九
条
）、
議
会
が
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全
て
の
立
法
お
よ
び
財
政
・
財
産
権
に
関
連
す
る
課
税
他
の
権
限
を
持
つ
こ
と
（
一
〇
条
）、
等
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

第
四
部
「
個
人
の
権
利
」
の
章
で
は
、
信
教
の
自
由
（
二
〇
条
）、
財
産
権
（
二
五
条
）、
言
語
の
使
用
（
二
六
条
）、
等
が
規
定
さ

れ
て
い
た
。

第
五
部
「
社
会
権
」
の
章
で
は
、
福
祉
国
家
に
関
す
る
諸
規
定
が
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
大
土
地
所
有
に
対
す
る
農
地
改

革
に
取
り
組
む
旨
の
規
定
（
四
二
条
）
が
置
か
れ
て
い
た
。

第
六
部
は
「
防
衛
」
と
題
さ
れ
、
連
邦
の
指
揮
下
に
常
備
軍
を
持
つ
こ
と
（
四
七
条
）、
軍
の
如
何
な
る
下
部
組
織
（an

y
bran

ch

）

に
於
い
て
も
各
国
部
隊
の
割
合
を
全
体
の
十
分
の
一
以
下
に
抑
え
る
こ
と
（
四
九
条
）、
植
民
地
を
有
す
る
加
盟
国
は
当
該
植
民
地
に

つ
き
独
自
軍
を
置
く
こ
と
を
連
邦
に
よ
り
認
可
さ
れ
る
（
五
三
条
）、
等
の
規
定
が
置
か
れ
た
。

第
九
部
「
経
済
政
策
」
の
章
で
は
、
関
税
同
盟
（
五
九
条
以
下
）、
運
輸
シ
ス
テ
ム
の
統
一
（
六
三
条
）、
欧
州
中
央
銀
行
（
六
四
条
）、

等
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

第
一
一
部
か
ら
第
一
三
部
は
、
欧
州
合
衆
国
の
統
治
機
構
を
定
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

「
議
会
」（T

h
e

C
on

gress

）
は
二
院
制
を
と
り
、
下
院
（H

ou
se

of
R

epresen
tatives

）
は
人
口
に
応
じ
て
各
国
一
―
一
〇
名

（
四
千
万
以
上
）、
こ
れ
に
植
民
地
を
有
す
る
国
は
プ
ラ
ス
一
議
席
の
代
議
員
を
各
加
盟
国
の
民
選
議
員
か
ら
互
選
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

上
院
（H

ou
se

of
S

tates

）
に
つ
い
て
は
、
人
口
二
五
〇
万
人
を
超
え
る
国
は
二
名
、
そ
れ
以
下
の
国
は
一
名
の
代
議
員
を
送
る
も

の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
議
会
で
の
使
用
言
語
に
つ
い
て
は
、
単
一
の
公
用
語
（a

sin
gle

official
lan

gu
age

）
が
選
定
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
英
語
お
よ
び
仏
語
を
公
用
語
と
し
、
他
の
言
語
に
つ
い
て
は
通
訳
の
提
供
を
保
障
す
る
（
七
四
条
ａ
項
）
と
さ
れ
て
い
た
。

「
評
議
会
」（T

h
e

C
ou

n
cil

）
は
合
衆
国
の
行
政
府
に
あ
た
る
も
の
と
さ
れ
、
任
期
四
年
の
七
名
（
一
国
か
ら
選
出
さ
れ
る
の
は

一
名
ま
で
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
中
よ
り
互
選
に
よ
り
大
統
領
お
よ
び
副
大
統
領
が
選
出
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
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「
最
高
裁
判
所
」（T

h
e

S
u

prem
e

C
ou

rt

）
は
、
一
五
名
の
裁
判
官
よ
り
構
成
さ
れ
、
こ
の
裁
判
官
は
評
議
会
の
提
示
し
た
候
補

者
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、
議
会
が
指
名
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

こ
の
憲
法
草
案
の
内
容
を
一
九
三
〇
年
の
協
約
草
案
と
比
較
す
る
と
、
言
語
の
多
様
性
の
尊
重
や
加
盟
国
の
植
民
地
保
有
を
前
提
と

し
て
い
る
点
な
ど
「
欧
州
合
衆
国
」
に
特
殊
な
事
情
に
配
慮
し
て
い
る
点
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
米
国
の
民
主
主
義
の

影
響
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
加
盟
国
の
内
政
に
対
し
て
も
一
定
の
水
準
を
要
求
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
連

邦
と
加
盟
国
の
権
限
に
関
し
て
も
、
こ
の
草
案
の
具
体
化
如
何
で
は
米
国
並
み
の
連
邦
制
を
実
現
で
き
る
規
定
と
な
っ
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
草
案
の
特
色
が
、
ど
の
程
度
ク
伯
自
身
の
意
図
を
体
現
し
た
も
の
か
、
さ
ら
に
は
亡
命
時
代
と
い
う
特
殊
な

状
況
に
影
響
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
点
の
評
価
は
第
二
次
大
戦
後
の
ク
伯
の
活
動
と
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
を
次
節

で
見
よ
う
。

五

ク
伯
の
帰
欧
か
ら
欧
州
評
議
会
創
設
ま
で
（
一
九
四
五
―
五
〇
年
）

第
二
次
大
戦
後
に
帰
欧
し
た
ク
伯
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
支
持
も
得
つ
つ
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
立
て
直
し
に
取
り
か
か

っ
た
。

こ
の
間
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
に
起
源
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
推
進
団
体
が
数
多
く
出
現
し
て
い
た
。
既
に
二
度
の
大
戦
に
よ
り

国
民
国
家
の
限
界
を
露
呈
し
て
い
た
大
陸
欧
州
で
は
、
何
ら
か
の
「
統
合
」
は
不
可
避
の
情
勢
と
も
思
わ
れ
た
。

一
九
四
六
年
三
月
の
フ
ル
ト
ン
演
説
、
同
年
九
月
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
演
説
で
共
産
主
義
の
脅
威
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
う
し
た
「
統
合
」
へ
の
趨
勢
を
敏
感
に
捉
え
、
義
息
ダ
ン
カ
ン
・
サ
ン
ズ
（D

u
n

can
S

an
dys

）
に

統
合
推
進
団
体
の
結
成
を
委
任
し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
お
よ
び
サ
ン
ズ
は
、
ク
伯
と
も
親
密
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
同
時
に
自
ら
イ
ニ
シ
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ア
テ
ィ
ヴ
を
取
る
形
で
四
七
年
五
月
に
保
守
・
中
道
リ
ベ
ラ
ル
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
「
統
一
欧
州
運
動
」
（U

n
ited

E
u

rope

M
ovem

en
t

:

Ｕ
Ｅ
Ｍ
）
を
結
成
し（
３１
）

た
。

Ｕ
Ｅ
Ｍ
に
主
導
権
を
奪
わ
れ
る
形
と
な
っ
た
ク
伯（
３２
）

は
、
大
衆
運
動
と
し
て
の
盛
り
上
が
り
と
い
う
点
で
他
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
系
の
統

合
推
進
団
体
に
対
し
て
も
後
れ
を
取
っ
た
。
そ
の
た
め
運
動
自
体
を
、
い
わ
ば
ニ
ッ
チ
を
狙
っ
た
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
ク
伯
が
目
を
付
け
た
の
は
、
各
国
の
国
会
議
員
層
で
あ
っ
た
。

ク
伯
は
一
九
四
六
年
一
一
月
に
、
西
欧
十
二
カ
国
の
約
四
千
人
の
国
会
議
員
に
対
し
て
「
国
連
の
枠
組
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
の
創

設
に
賛
成
か
」
を
尋
ね
る
一
大
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ（
３３
）

た
。
ク
伯
は
そ
の
結
果
を
て
こ
に
し
て
、
そ
れ
ま
で
民
際
団
体
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
を
公
的
な
も
の
に
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

だ
が
、
反
共
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
た
ク
伯
が
主
宰
し
、
対
象
が
西
欧
諸
国
に
限
ら
れ
た
こ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
」
は
西
側
統
合

を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
運
動
で
あ
っ
た
。「
第
三
勢
力
論
」
が
強
い
影
響
力
を
持
ち
、
左
翼
的
風
潮
の
強
い
こ

の
時
期
に
は
、
公
然
と
ソ
連
の
脅
威
と
西
側
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
を
説
く
西
側
統
合
プ
ラ
ン
に
対
し
、
そ
れ
が
戦
争
の
防
止
や
自
主
的
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
建
設
と
い
う
観
点
か
ら
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
捉
え
る
反
応
も
多
か
っ
た
。
翌
四
七
年
四
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
回

答
は
わ
ず
か
に
六
六
〇
通
（
内
六
四
六
人
が
賛
意
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ク
伯
の
再
三
の
催
促
に
も
関
わ
ら
ず
、
六
分
の
一
の
回
答
し

か
集
ま
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
冷
戦
が
激
化
す
る
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
意
識
は
次
第
に
変
化
し
て
い
く
。
一
九
四
七
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
モ

ス
ク
ワ
外
相
会
談
の
失
敗
（
こ
の
間
三
月
一
二
日
に
「
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
が
声
明
さ
れ
て
い
る
）
を
目
の
当
た
り
に
し
て

五
月
末
ま
で
に
全
回
答
は
一
三
二
九
通
（
内
一
二
九
〇
人
が
賛
意
）
と
倍
増
し
た
。
さ
ら
に
六
月
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
演
説
、
ソ

連
の
同
プ
ラ
ン
へ
の
参
加
拒
否
が
明
確
に
な
っ
た
パ
リ
外
相
会
談
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
パ
リ
で
の
西
欧
十
六
カ
国
代
表
に
よ

パン・ヨーロッパ運動の憲法体制構想

（阪大法学）５３（３・４―３７３）９９５〔２００３．１１〕



る
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
交
渉
…
と
い
う
事
態
の
推
移
の
中
で
、
九
月
ま
で
に
一
七
三
五
通
（
内
一
六
八
三
人
が
賛
意
）

の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
終
的
な
回
答
も
半
数
に
す
ら
及
ん
で
は
い
な
い
も
の
の
、
冷
戦
が
激
化
す
る
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
次
第

に
西
欧
統
合
へ
の
適
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
う
し
た
機
運
の
盛
り
上
が
り
を
背
景
に
、
一
九
四
八
年
五
月
七
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
ハ
ー
グ
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会

議
は
そ
も
そ
も
一
九
四
七
年
八
月
末
に
Ｕ
Ｅ
Ｍ
が
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
四
八
年
三
月
に
開
か
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

交
渉
一
六
カ
国
社
会
主
義
政
党
大
会
が
ハ
ー
グ
会
議
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
保
守
・
リ
ベ
ラ
ル
が
大
半
を
占

め
た
。

ハ
ー
グ
会
議
は
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
ポ
ー
ル
・
レ
イ
ノ
ー
が
提
案
し
た
「
欧
州
制
憲
議
会
」
構
想
を
退
け
、
政
府
間
主
義
に
基
づ
い
て

各
国
の
議
会
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
欧
州
会
議
」
の
設
立
を
決
議
し（
３４
）

た
。
こ
の
決
議
を
受
け
て
ビ
ド
ー
仏
外
相
が
欧
州
統
合
へ
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
っ
た
。
七
月
一
九
日
か
ら
の
第
二
回
Ｗ
Ｅ
Ｕ
諮
問
会
議
に
お
い
て
ビ
ド
ー
は
五
カ
国
に
よ
る
「
欧
州
会
議
」

（A
ssem

blée
eu

ropéen
n

e

）
の
創
設
を
提
唱
し
、
こ
の
会
議
に
最
初
は
諮
問
的
性
格
を
与
え
、
徐
々
に
決
定
権
を
持
た
せ
て
将
来

的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
邦
の
核
に
し
よ
う
、
と
訴
え（
３５
）

た
。
こ
れ
に
対
し
て
ベ
ヴ
ィ
ン
英
外
相
は
態
度
を
留
保
し
、
一
〇
月
二
日
に
対
案

と
し
て
提
案
権
の
み
を
持
つ
「
欧
州
審
議
会
」（E

u
ropean

C
ou

n
cil

）
を
提
案
し
た
。

こ
の
後
の
英
仏
の
折
衝
を
経
て
、
結
局
一
九
四
九
年
五
月
五
日
に
英
仏
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
三
国

を
含
め
て
欧
州
評
議
会
（C

ou
n

cil
of

E
u

rope

）
規
約
が
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
規
約
に
従
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
は
閣
僚
理
事
会
が
、
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
諮
問
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
妥
協
を
如
実
に
表
し
た
所
在
地
で
あ（
３６
）

る
。（
実
際
に
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
一
本
化
さ

れ
た
。）

こ
の
よ
う
に
ク
伯
の
第
二
次
大
戦
直
後
の
運
動
は
、
ハ
ー
グ
会
議
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
欧
州
評
議
会
の
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実
現
を
も
た
ら
し
た
。
確
か
に
、
そ
の
後
の
欧
州
評
議
会
の
発
展
は
、
欧
州
連
邦
主
義
者
の
当
初
の
期
待
に
は
添
わ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
欧
州
諸
国
の
政
治
家
が
集
う
一
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

の
新
た
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
打
ち
出
さ
れ
、
ま
た
そ
の
議
論
を
深
め
る
場
と
し
て
欧
州
評
議
会
が
か
な
り
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は

間
違
い
な（
３７
）

い
。

こ
の
時
期
の
ク
伯
の
憲
法
体
制
構
想
の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、
ク
伯
が
特
に
国
会
議
員
を
組
織
し
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
ク
伯

は
、
前
述
の
国
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
肯
定
的
な
回
答
を
寄
せ
た
議
員
の
組
織
化
を
図
り
、
一
九
四
七
年
九
月
に
は
グ
ス
タ
ー

ド
に
一
〇
カ
国
か
ら
一
一
四
名
の
議
員
を
集
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
員
同
盟
（E

u
ropean

P
arliam

en
tary

U
n

ion
:

Ｅ
Ｐ
Ｕ
）
を
創

設
し（
３８
）

た
。
こ
れ
は
ク
伯
の
そ
も
そ
も
の
の
エ
リ
ー
ト
主
義
が
、
米
国
流
の
民
主
主
義
の
経
験
を
経
て
変
容
し
た
志
向
と
い
う
こ
と
も
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
Ｅ
Ｐ
Ｕ
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
欧
州
に
お
け
る
組
織
再
興
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
、
一
九
五

二
年
に
（
第
二
次
大
戦
後
の
）
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
（
Ｐ
Ｅ
Ｕ
）
へ
と
発
展
解
消
し
た
。

ま
た
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
英
国
に
対
す
る
ク
伯
の
態
度
が
次
第
に
曖
昧
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
指
摘

で
き
る
。
戦
間
期
に
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
ロ
シ
ア
と
英
国
の
う
ち
、
大
英
帝
国
（th

e

C
om

m
on

w
ealth

）
は
そ
の
維
持
が
難
し
く
な
り
、
脱
植
民
地
化
の
動
き
が
次
第
に
強
ま
る
中
、
英
国
外
交
は
迷
走
を
重
ね
る
こ
と

と
な（
３９
）

る
。

六

統
合
の
「
傍
流
」
へ
（
一
九
五
〇
―
七
二
年
）

欧
州
評
議
会
の
創
設
の
後
、
新
た
な
統
合
の
動
き
が
起
こ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
（Jean

M
on

n
et

）
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し

た
「
小
欧
州
」
で
あ
る
。
こ
の
モ
ネ
流
の
「
統
合
」
は
、
一
九
五
〇
年
五
月
の
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
に
始
ま
り
、
こ
れ
が
欧
州
石
炭

パン・ヨーロッパ運動の憲法体制構想
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鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
を
生
み
（
発
足
は
一
九
五
二
年
八
月
）
、
欧
州
防
衛
共
同
体
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
）
／
欧
州
政
治
共
同
体
（
Ｅ
Ｐ
Ｃ
）

の
流
産
を
挟
ん
で
、「
欧
州
再
始
動
」
か
ら
一
九
五
八
年
の
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
／
欧
州
原
子
力
共
同
体
（
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｍ
）
の
発
足
へ
、
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
主
導
の
「
欧
州
建
設
」（C

on
stru

ction
de

l’E
u

rope

）
と
し
て
展
開
し
た
。

こ
う
し
た
モ
ネ
流
の
統
合
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
国
益
」
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
指
摘
が
為
さ
れ
て
い（
４０
）

る
。
そ
の
点
こ
そ
が
、

ク
伯
の
構
想
と
緊
張
関
係
を
孕
む
も
の
と
も
な
っ
た
。
地
理
的
な
点
に
関
し
て
言
え
ば
、「
小
欧
州
」
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
さ
ら
に
は

中
欧
諸
国
）
を
含
ま
な
い
形
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
政
策
領
域
別
の
機
能
的
統
合
の
手
法
は
、
政
治
主
導
の
統
合
観
を

持
つ
ク
伯
に
は
基
本
的
に
違
和
感
が
あ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
ク
伯
は
、
そ
の
反
共
姿
勢
を
一
層
強
め
た
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
に
西
独
ア
ー
ヘ
ン
市
の
創
設
し
た
シ
ャ
ル
ル
マ

ー
ニ
ュ
賞
の
第
一
回
受
賞
者
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
一
九
五
二
年
頃
に
は
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
（
カ
ー
ル
大
帝
）
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復

活
を
公
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
懐
古
的
な
保
守
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ（
４１
）

た
。
こ
う
し
た
姿
勢
の
変
化
か
ら
、
そ
の
人
間
関
係
で
も

敵
味
方
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
例
え
ば
、
西
独
首
相
と
な
っ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
と
は
ま
す
ま
す
親
密
な
関
係
を
築
い
て
い
っ

（
４２
）

た
が
、
他
方
で
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
（M

artin
N

iem
öller

）
と
は
「
絶
交
」
す
る
に
至
っ（
４３
）

た
。

一
九
五
〇
年
代
以
降
の
ク
伯
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
を
推
進
す
る
傍
ら
、
冷
戦
等
の
時
事
問
題
に
も
積
極
的
に
提
言
を
行
っ
て

い
る
。
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
も
一
一
回
を
重（
４４
）

ね
、
保
守
層
に
一
定
の
支
持
者
を
得
て
い
た
。

特
に
一
九
五
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
第
五
共
和
制
の
成
立
以
降
は
、
ク
伯
は
ド
ゴ
ー
ル
に
深
く
傾
斜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点

を
、
三
〇
年
代
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
へ
の
接
近
と
併
せ
て
、
権
力
者
に
半
ば
盲
目
的
に
接
近
す
る
ク
伯
の
性
向
と
批
判
的
に
捉
え
る
見
解

も
存
在
す（
４５
）

る
。
し
か
し
、
国
家
の
後
ろ
盾
を
持
た
な
い
ク
伯
の
場
合
、
自
己
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
強
力
な
政
治
的
指
導
者
へ

の
接
近
は
必
須
と
も
言
え
る
。
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も
っ
と
も
ド
ゴ
ー
ル
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ（
４６
）

像
と
ク
伯
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ど
れ
ほ
ど
共
鳴
し
て
い
た
の
か
は
評
価
の
難
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ク
伯
自
身
も
「
ド
ゴ
ー
ル
の
よ
う
な
個
性
の
強
い
政
治
家
と
の
関
係
は
難
し
い
」
旨
を
幾
度
と
な
く
漏
ら
し
て
い（
４７
）

る
。

ク
伯
の
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
憲
法
体
制
構
想
に
つ
い
て
も
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
ク
伯
は
一
九
五
〇
年
一
一
月
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
で
の
欧
州
評
議
会
の
会
合
に
際
し
て
結
成
さ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
憲
法
委
員
会
」
の
事
務
局
長
を
務
め
、
翌
五
一
年
五
月
に

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
憲
法
草
案
」
を
公
表
し
て
い（
４８
）

る
。

こ
の
憲
法
草
案
は
全
一
八
条
か
ら
成
り
、
前
文
に
続
い
て
四
章
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

第
一
章
「
原
則
」
で
は
、
第
二
条
で
「
こ
の
連
邦
は
共
通
の
制
度
を
創
設
し
て
維
持
す
べ
く
決
議
し
た
主
権
国
家
の
共
同
体
」
で
あ

り
、「
加
盟
国
は
そ
の
主
権
を
こ
の
憲
法
に
規
定
し
た
共
同
機
関
に
移
譲
し
な
い
限
り
引
き
続
き
そ
れ
を
直
接
行
使
す
る
」
と
規
定
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
憲
法
は
「
そ
の
国
民
の
総
計
が
一
億
を
超
え
る
五
カ
国
以
上
の
批
准
完
了
に
よ
り
発
効
す
る
」（
三
条
）
も

の
と
さ
れ
た
。

第
二
章
「
権
限
」
で
は
、
連
邦
の
義
務
と
し
て
「
平
和
と
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
一
切
の
措
置
」（
五
条
）、
域
外
諸
国
と
の
外
交

・
領
事
関
係
（
六
条
）、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
統
一
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
措
置
」（
七
条
）
に
加
え
、
第
八
条
と
し
て
「
連
邦
は
そ
の
加

盟
国
の
民
主
主
義
的
な
憲
法
を
尊
重
す
る
。
一
つ
の
加
盟
国
の
立
法
と
連
邦
の
法
律
と
の
間
に
矛
盾
の
あ
る
時
は
連
邦
法
律
が
有
効
で

あ
る
」
と
い
う
規
定
が
お
か
れ
た
。

第
三
章
「
連
邦
機
関
」
で
は
、
連
邦
議
会
、
理
事
会
、
裁
判
所
が
置
か
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。

連
邦
議
会
（
九
―
一
一
条
）
は
下
院
と
上
院
の
二
院
か
ら
成
る
立
法
府
で
あ
る
。
下
院
は
各
国
か
ら
そ
の
人
口
百
万
人
毎
に
一
名
の

代
議
員
（
任
期
四
年
）
を
普
通
・
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
す
る
。
上
院
は
各
国
議
会
の
代
表
十
二
名
ず
つ
（
但
し
、
人
口
百
万
人
以

下
の
国
は
六
名
）
で
構
成
さ
れ
、
加
盟
国
の
議
会
の
選
挙
毎
に
こ
れ
を
改
選
す
る
。
両
院
は
別
個
に
会
議
を
開
く
も
の
の
、
そ
の
権
限

パン・ヨーロッパ運動の憲法体制構想
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は
同
等
で
あ
っ
て
、
如
何
な
る
決
議
に
も
両
院
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。

理
事
会
（
一
二
―
一
五
条
）
は
連
邦
の
執
行
府
で
あ
り
、
連
邦
議
会
に
よ
り
九
名
の
メ
ン
バ
ー
が
四
年
の
任
期
で
選
出
さ
れ
る
。
ま

た
、
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
一
年
の
任
期
で
議
長
お
よ
び
副
議
長
を
選
出
す
る
。
議
長
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
の
大
統
領
を

兼
ね
る
も
の
と
さ
れ
た
。

裁
判
所
（
一
六
―
一
七
条
）
は
、
十
五
名
の
裁
判
官
か
ら
構
成
さ
れ
、
理
事
会
の
作
成
し
た
四
十
五
名
の
リ
ス
ト
か
ら
連
邦
議
会
の

三
分
の
二
の
多
数
決
に
よ
り
終
身
の
任
期
で
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
権
限
は
（
ａ
）
連
邦
憲
法
の
解
釈
、（
ｂ
）
加
盟
国
間
の
紛
争
の
調

停
、
で
あ
る
。
但
し
、
連
邦
議
会
の
制
定
す
る
連
邦
法
律
に
基
づ
き
連
邦
裁
判
所
の
権
限
を
他
の
方
面
に
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
さ
れ
た
。

第
四
章
「
憲
法
の
改
正
」
の
章
で
は
、
連
邦
議
会
の
全
議
員
の
四
分
の
三
以
上
の
多
数
決
で
連
邦
憲
法
を
改
正
で
き
る
旨
が
定
め
ら

れ
て
い
た
。

こ
の
一
九
五
一
年
の
憲
法
草
案
を
見
る
と
、
一
九
三
〇
年
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
約
提
案
と
よ
く
似
た
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
間
に
挟
ま
れ
た
米
国
亡
命
時
の
憲
法
草
案
の
内
容
が
あ
ま
り
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

植
民
地
―
特
に
ア
フ
リ
カ
―
に
対
す
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
ク
伯
の
構
想
は
戦
間
期
と
の
連
続
性
を
持

っ
て
い
た
。
一
九
五
八
年
前
後
に
ク
伯
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
所
在
地
問
題
に
関
し
て
、
そ
の
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
諸
都
市
の
中
で

パ
リ
を
推
進
す
る
運
動
を
進
め
て
い
た
。

「
六
カ
国
に
よ
る
欧
州
（L

’E
u

rope
de

S
ix

）
は
端
緒
か
つ
核
（n

oyau

）
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
小
欧
州
か
ら
大
欧
州
へ
、
そ
し
て
大
欧
州
か
ら
ユ
ー
ロ
ア
フ
リ
カ
（l’E

u
roafriqu

e

）
へ
、
と
い
う
展
開
の
端
緒
で
あ
る
。（
中

略
）
パ
リ
を
欧
州
の
首
都
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
ユ
ー
ロ
ア
フ
リ
カ
の
統
合
を
準
備
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
他
の
都
市
を
選
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ぶ
場
合
に
は
、
こ
の
﹇
我
々
が
﹈
必
要
と
す
る
進
化
に
か
な
り
の
程
度
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ（
４９
）

う
。」

ク
伯
は
そ
の
後
も
、
精
力
的
な
活
動
を
続
け
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
「
傍
流
」
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
ク
伯
に
、
戦
間
期

の
よ
う
な
華
々
し
い
活
躍
が
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
幾
度
と
な
く
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
も
推
さ
れ
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
運
動
創
設
五
〇
周
年
と
さ
れ
た
一
九
七
二
年
に
は
、
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
と
の
共
同
受
賞
が
強
く
働
き
か
け
ら
れ（
５０
）

た
。
し
か
し
、
結
局

受
賞
す
る
こ
と
な
く
（
こ
の
年
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
者
な
し
）、
同
年
七
月
に
ス
イ
ス
の
シ
ュ
ル
ン
ス
（S

ch
ru

n
s

）
で
死
去

し
た
。

七

オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
一
九
七
二
年
―
）

ク
伯
の
死
後
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
第
二
代
議
長
に
は
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
（
以
下
オ
ッ
ト
ー
大
公
）
が

就
任
し
、
本
部
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
転
し
た
。
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
は
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
政
党
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
内
部
の
有
力
勢
力
と
な
り
、
欧
州
議
会
に
議
席
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ（
５１
）

た
。

オ
ッ
ト
ー
大
公
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
ク
伯
時
代
よ
り
も
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
へ
の
懐
古
的
な
性
格
を
強
め
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ（
５２
）

る
。
そ
の
憲
法
体
制
構
想
は
草
案
の
よ
う
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
モ
デ
ル
と
し
て
オ
ー

ス
ト
リ
ア
�
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
の
憲
法
体
制
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
的
で
あ（
５３
）

る
。

ま
た
、
そ
の
活
動
の
具
体
的
な
成
果
と
し
て
、
一
九
八
九
年
六
月
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

東
ド
イ
ツ
市
民
を
逃
す
た
め
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
境
が
開
放
さ
れ
た
事
件
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
ジ
ュ
ガ
イ
を
始
め
、
西
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
交
筋
と
の
間
に
も
緊
密
な
連
携
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い（
５４
）

る
。

こ
う
し
た
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
が
貢
献
し
た
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
全
貌
は
な

パン・ヨーロッパ運動の憲法体制構想
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お
明
ら
か
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
か
ら
一
一
月
九
日
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
連
な
る
一
連
の
動

き
を
、
ど
の
程
度
オ
ッ
ト
ー
大
公
が
予
想
し
て
い
た
の
か
も
不
明
で
あ
り
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
が
一
九
八
九
年
の
冷
戦
終
結
に

果
た
し
た
役
割
の
評
価
も
後
生
の
歴
史
家
の
仕
事
で
あ
ろ（
５５
）

う
。
こ
こ
で
は
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
東
ド
イ
ツ
国
家
評
議
会
議
長
の
一
九
八
九

年
一
〇
月
四
日
付
英
紙
デ
イ
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
事
を
一
つ
の
見
方
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

「〔
東
ド
イ
ツ
市
民
の
西
側
へ
の
大
量
脱
出
の
原
因
に
つ
い
て
〕
直
接
的
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
王
位
継
承
者
で
あ
る
と
自
称
し
、

欧
州
議
会
の
議
員
で
あ
る
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
い
う
男
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
休
暇
中
だ
っ
た
東
ド
イ
ツ
市
民
に
西

側
へ
の
脱
出
を
そ
そ
の
か
す
ビ
ラ
を
大
量
に
ば
ら
ま
い
た
た
め
で
あ
り
、
間
接
的
に
は
遠
く
一
九
四
九
年
に
西
側
が
ド
イ
ツ
の
通
貨
を

二
つ
に
分
断
し
、
東
ド
イ
ツ
経
済
を
疲
弊
さ
せ
た
た
め
で
あ（
５６
）

る
。」

オ
ッ
ト
ー
大
公
は
一
九
九
九
年
に
欧
州
議
会
議
員
を
引
退
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
最
高
顧
問
と
な
っ
た
。
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の

第
三
代
議
長
に
は
、
同
じ
く
Ｃ
Ｓ
Ｕ
選
出
の
欧
州
議
会
議
員
で
あ
る
ポ
ッ
セ
ル
ト
（B

ern
d

P
osselt

）
が
就
い
た
。
も
っ
と
も
、
二

〇
〇
二
年
一
一
月
に
九
〇
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
オ
ッ
ト
ー
大
公
は
、
今
な
お
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
。

八

む

す

び

に

本
稿
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
国
家
間
／
加
盟
国
レ
ベ
ル
の
双
方
を
含
ん
だ
憲
法
体
制
（C

on
stitu

tion

）
の
問
題
に
対
す
る
関

心
か
ら
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
、
と
り
わ
け
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
憲
法
体
制
構
想
の
変
遷
を
中
心
に
そ
の
思
想
と

活
動
を
概
観
し
て
き
た
。

ク
伯
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
構
想
に
と
っ
て
、
憲
法
体
制
、
と
り
わ
け
加
盟
国
の
政
治
体
制
に
は
概
し
て
二
義
的
な
考
慮
し
か
与
え

（阪大法学）５３（３・４―３８０）１００２〔２００３．１１〕



ら
れ
な
か
っ
た
。
ナ
チ
ス
と
い
う
独
裁
体
制
の
暴
威
を
目
の
当
た
り
に
し
た
一
九
三
八
年
時
点
で
の
著
作
で
も
、
君
主
制
／
共
和
制
、

中
央
集
権
国
家
／
連
邦
国
家
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
／
議
会
制
民
主
主
義
、
と
い
っ
た
体
制
の
共
存
は
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ド
ル
フ
ス
体
制
は
ク
伯
に
と
っ
て
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
両
立
し
な
い
体
制
で
は
な
く
、
第
二
次
大
戦
後
も
む
し
ろ
称
揚
の
対

象
で
あ
り
続
け
た
。
こ
う
し
た
憲
法
体
制
の
軽
視
は
、
ク
伯
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
優
れ
て
地
政
学
的
な
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
の
裏

返
し
で
も
あ
る
。
植
民
地
―
と
り
わ
け
ア
フ
リ
カ
―
の
位
置
づ
け
は
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
と
理
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
ク
伯
の
民
主
主
義
に
対
す
る
懐
疑
や
植
民
地
に
対
す
る
考
え
方
を
、
現
在
の
視
点
か
ら
断
罪
す
る
の
は
あ
ま
り
に
公
平

を
欠
く
で
あ
ろ
う
。

戦
間
期
に
議
会
制
民
主
主
義
に
対
す
る
疑
念
は
そ
れ
ほ
ど
反
動
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
米
国
亡
命
を
経
た
第
二
次
大
戦
後
の

ク
伯
の
民
主
主
義
観
は
（
ソ
連
の
民
主
集
中
制
に
対
す
る
全
否
定
的
見
解
を
除
き
）、
よ
り
穏
健
な
も
の
に
変
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
植
民
地
を
擁
し
た
強
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
端
的
に
は
ユ
ー
ロ
ア
フ
リ
カ
構
想
）
に
つ
い
て
も
、
一
九
五
〇
年
の
シ
ュ
ー
マ
ン
・

プ
ラ
ン
の
演
説
中
の
一
節
に
も
明
示
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
常
識
的
な
構
想
で
あ
っ
た
。
一
九
六

〇
年
代
の
植
民
地
独
立
を
経
て
、
そ
う
し
た
旧
植
民
地
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
実
際
に
築
い
て
き
た
の
か
、
ユ
ー
ロ
ア
フ
リ
カ
構
想
か

ら
ど
の
よ
う
な
質
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
の
か
は
、
精
査
を
必
要
と
す
る
テ
ー
マ
で
あ
（
５７
）

る
。

ク
伯
の
構
想
に
も
見
ら
れ
る
憲
法
体
制
（
特
に
各
国
内
政
）
の
軽
視
は
、
実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
推
進
論
者
の
多
く
に
共
通
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ（
５８
）

る
。
こ
れ
は
異
質
な
ユ
ニ
ッ
ト
を
「
統
合
」
し
よ
う
と
す
る
以
上
、
半
ば
必
然
的
な
も
の
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
「
小
欧
州
」
か
ら
西
欧
統
合
へ
の
時
代
は
、
こ
う
し
た
点
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
憲
法
体
制
の
問
題
が
本
格

的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
統
合
の
深
化
と
拡
大
が
進
ん
だ
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
今
や
旧
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
版
図
に
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
い
う
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
、
ク
伯
の
歩
ん
だ
憲
法
体
制
構
想
の
変
遷

パン・ヨーロッパ運動の憲法体制構想
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は
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な（
５９
）

い
。

ま
た
、
ク
伯
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
構
想
が
パ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
主
義
や
モ
ン
ロ
ー
主
義
に
触
発
さ
れ
、
さ
ら
に
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

が
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
よ
う（
６０
）

に
、
地
域
統
合
の
構
想
は
相
互
作
用
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
パ
ン
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
諸
構
想
は
、
Ｅ
Ｕ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
同
様
、
他
地
域
に
と
っ
て
も
多
く
の
示
唆
に
富
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）

ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
お
よ
び
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
に
関
す
る
史
料
の
概
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）

一
九
三
八
年
ま
で
の
主
要
な
も
の
は
、
現
在
「
ロ
シ
ア
軍
史
料
セ
ン
タ
ー
」
（
Ｒ
Ｖ
Ｇ
Ａ
）
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
「
歴
史
資
料
保

存
セ
ン
タ
ー
」（C

en
tr

ch
ran

en
ja

istoricesco-doku
m

en
tal’n

ych
kolekcij:

C
C

h
lD

K

）
の
所
蔵
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
存
在
す
る
。

こ
れ
は
本
文
中
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
三
八
年
三
月
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
の
際
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
接
収
し
た
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
本
部
の
文
書
が
、
ベ
ル
リ
ン
崩
壊
時
に
ソ
連
軍
に
接
収
さ
れ
モ
ス
ク
ワ
に
渡
っ
た
と
い
う
経
緯
に
よ
る
。

（
モ
ス
ク
ワ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
コ
ピ
ー
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
Ｉ
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
）
に
も
存
在
す
る
。
史
料
の

現
況
に
つ
き
以
下
の
記
事
も
参
照
。K

lou
cek,R

h
ein

h
ard

(2002),“N
ach

M
oskau

‘verbrach
t’”,in

:
P

an
eu

ropa
(Ö

sterreich
),

27.Jg.N
r.4,pp.22-5.

）

（
二
）

一
九
三
八
年
以
降
の
文
書
は
、
ク
伯
が
活
動
の
本
拠
と
し
た
ス
イ
ス
に
存
在
す
る
。
こ
の
個
人
文
書
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の

事
務
局
長
を
務
め
た
ポ
ン
ス
（V

ittorio
P

on
s

）
が
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
財
団
の
下
で
管
理
し
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
の

同
氏
の
死
去
後
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所
（In

stitu
t

eu
ropéen

de
l’U

n
iversité

de
G

en
éve

）
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料

館
（C

en
tre

d’arch
ives

eu
ropéen

n
es

:

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
）
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
米
国
亡
命
中
の
文
書
に
つ
い
て
は
運
送
中
の
事

故
も
あ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
も
多
い
と
い
う
。
ま
た
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
事
務
局
文
書
お
よ
び
ポ
ン
ス
個
人
文
書
も
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
に

て
現
在
整
理
中
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
九
月
現
在
そ
の
一
部
が
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
上
記
の
ク
伯
の
個
人
文
書
の
他
に
、
英
国
公
文
書
館
（T

h
e

N
ation

al
A

rch
ives

:

旧
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

抵
抗
運
動
資
料
セ
ン
タ
ー
（D

oku
m

en
tation

sarch
iv

des
Ö

sterreich
sch

en
W

iderstan
des

）
の
史
料
も
利
用
し
て
い
る
。
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（
２
）

ク
伯
の
伝
記
的
な
研
究
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、S

ch
ön

du
be,

C
lau

s
(1981),

“E
in

L
eben

F
ü

r
E

u
ropa.

R
ich

ard
G

raf

C
ou

den
h

ove-K
alergi”,

in
:

Jan
sen

,
T

h
om

as/
M

ah
n

cke,
D

ieter
eds.

P
ersön

lich
keiten

d
er

E
u

ropäisch
en

In
tegraton

.

V
ierzeh

n
biograph

isch
e

E
ssays.

B
on

n
:

E
u

ropa
U

n
ion

V
erlag

;
P

osselt,
M

artin
(1987-9),

“R
ich

ard
C

ou
den

h
ove-

K
alergi:

T
eil1-10”,in

:
P

an
eu

ropa
D

eu
tsh

lan
d

.

各
国
文
書
館
の
史
料
を
利
用
し
た
最
近
の
も
の
と
し
て
、Z

iegerh
ofer,A

n
ita

(1996),“D
ie

P
an

eu
ropa-B

ew
egu

n
g

der
Z

w
isch

en
kriegszeit”,in

:
Ö

sterreich
isch

es
J

ah
rbu

ch
fü

r
P

olitik
1996

,pp.573-

94.;
G

eh
ler,

M
ich

ael
(1998),

“R
ich

ard
C

ou
den

h
ove-K

alergi,
P

an
eu

ropa
u

n
d

Ö
sterreich

1923-1972”,
in

:
W

oh
n

ou
t

H
elm

u
t

ed.D
em

okratie
u

n
d

G
esch

ich
te.J

ah
rbu

ch
d

es
K

arl
von

V
ogelsan

g-In
stitu

ts
zu

r
E

rforsch
u

n
g

d
er

G
esch

ich
te

d
er

ch
ristlich

en
D

em
okratie

in
Ö

sterreich
J

g.2
,W

ien
:

B
óh

lau
,pp.143-193.

ま
た
、
日
本
語
の
概
説
と
し
て
、
金
丸
輝
男
（
一
九
九
五
）「
欧
州
統
合
へ
の
道
を
切
り
開
く
―
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
思

想
と
行
動
」
金
丸
輝
男
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
政
治
史
』
東
京：

有
斐
閣
、
序
章
、
等
が
あ
る
。
日
本
で
の
概
説
は
、
ク
伯
の
主
要
著
作

が
収
め
ら
れ
て
い
る
鹿
島
守
之
助
他
編
訳
（
一
九
七
〇
）『
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
全
集
（
全
九
巻
）』
東
京：

鹿
島
出
版
会
（
以

下
『
全
集
』
と
略
）、
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）

シ
ェ
ー
ン
ド
ゥ
ー
ベ
は
、
ク
伯
の
構
想
と
活
動
に
つ
い
て
、（
一
）
ク
伯
の
社
会
秩
序
観
、
特
に
民
主
主
義
に
対
す
る
姿
勢
、（
二
）「
パ

ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
境
界
、
特
に
英
国
・
ロ
シ
ア
・
米
国
へ
の
態
度
、（
三
）
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
実
現
す
る
た
め
の
各
国
の
政
治
家

（
特
に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
や
ド
ゴ
ー
ル
）
と
の
関
係
、（
四
）
ク
伯
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
へ
の
関
与
の
あ
り
方
、
と
い
う
四
つ
の
主
要

論
点
を
挙
げ
て
い
る
。S

ch
ön

du
be,op.cit.,p.43.

（
４
）

オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
は
本
稿
執
筆
時
に
九
〇
歳
で
存
命
中
で
あ
り
、
ま
た
政
治
的
な
活
動
も
な
お
盛
ん
な

た
め
、
史
料
に
基
づ
い
た
本
格
的
研
究
は
後
日
の
課
題
と
思
わ
れ
る
が
、
個
人
文
書
を
利
用
し
た
オ
ッ
ト
ー
大
公
側
近
に
よ
る
詳
細
な
伝
記

が
既
に
著
さ
れ
て
い
る
。B

aier,S
teph

an
/D

em
m

erle,E
va

(2002),O
tto

von
H

absbu
rg

:
d

ie
B

iograph
ie,W

ien
:

A
m

alth
ea.

（
５
）

な
お
、
ク
伯
は
一
九
二
二
年
一
一
月
に
独
墺
の
新
聞
紙
上
で
「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
―
一
つ
の
提
案
」
と
題
す
る
論
説
を
展
開
し
て

お
り
、
こ
の
時
点
か
ら
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
が
始
ま
り
ク
伯
の
死
去
し
た
一
九
七
二
年
が
運
動
の
五
〇
周
年
に
あ
た
る
と
い
う
の
が
公

式
見
解
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
の
原
型
と
も
言
え
る
ク
伯
の
論
説
は
、
以
下
の
史
料
集
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。

G
eh

ler,M
ich

ael(2002),D
er

lan
ge

W
eg

n
ach

E
u

ropa.D
oku

m
en

te,In
n

sbru
ck

:
S

tu
dien

verlag,pp.22-27.
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（
６
）

こ
う
し
た
地
域
統
合
と
国
際
連
盟
（
お
よ
び
国
際
連
合
）
と
の
関
係
は
古
典
的
な
論
点
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
ク
伯
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主

義
に
魅
せ
ら
れ
、
当
初
は
国
際
連
盟
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
の
結
果
に
失
望
し
、
特

に
民
族
自
決
の
原
則
を
杓
子
定
規
に
中
欧
に
適
用
し
た
結
果
、
旧
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
が
細
分
化
し
た
こ
と
を
強
く
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
二
四
年
一
〇
月
、
ベ
ル
リ
ン
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
第
二
十
三
回
世
界
平
和
会
議
（W

eltfrieden
skon

greß

）
で
は
、
こ
う
し

た
ク
伯
の
姿
勢
と
国
際
連
盟
を
絶
対
視
す
る
平
和
主
義
者
の
姿
勢
が
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か
り
、
ク
伯
は
「
平
和
主
義
に
と
っ
て
の
最
大
の
害

悪
は
平
和
主
義
者
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
会
議
後
に
残
し
た
、
と
い
う
。P

osselt,op.cit.,T
eil4.

（
７
）

統
合
構
想
に
つ
い
て
は
以
下
の
著
作
を
参
照
。de

R
ou

gem
en

t,
D

en
is

(1966),
T

h
e

Id
ea

of
E

u
rope,

N
ew

Y
ork

:
T

h
e

M
acm

illan
C

om
pan

y.;
H

eater,
D

erek
(1992),

T
h

e
Id

ea
of

E
u

ropean
U

n
ity,

L
eicester

:
L

eicester
U

n
iversity

P
ress.

（
田
中
俊
郎
監
訳
『
統
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
道
』
東
京：

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）

（
８
）

貴
族
階
級
が
主
導
的
で
あ
っ
た
ク
伯
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
と
は
別
に
、
戦
間
期
に
は
他
の
統
合
運
動
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
一
九

二
六
年
に
リ
ベ
ラ
ル
な
平
和
主
義
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
相
互
理
解
連
盟
」（V

erban
d

fü
r

eu
ropäisch

en

V
erstän

digu
n

g

）
は
、
各
国
民
の
相
互
理
解
、
通
商
障
壁
の
除
去
、
国
際
仲
裁
裁
判
を
唱
道
し
た
。
ま
た
財
界
の
指
導
者
・
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
ら
は
、
対
独
復
讐
を
眼
目
に
す
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
か
ら
脱
却
し
、
よ
り
自
由
な
貿
易
体
制
に
復
帰
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
、
一
九
二

四
年
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
の
た
め
の
国
際
会
議
」（In

tern
ation

al
C

om
m

ittee
for

an
E

u
ropean

U
n

ion

）
を
結
成
し
、
具
体
的
な

動
き
と
し
て
鉄
鋼
業
に
お
い
て
二
六
年
に
独
仏
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
翌
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が

加
わ
っ
て
鉄
鋼
カ
ル
テ
ル
が
形
成
さ
れ
た
。
戦
間
期
に
お
け
る
統
合
運
動
に
つ
い
て
は
、L

ipgen
s,

W
alter

(1966),
“E

u
ropäisch

e

E
in

igu
n

gsidee
1923-1930

u
n

d
B

rian
ds

E
u

ropaplan
im

U
rteilder

deu
tsch

en
A

kten
”,in

:
H

istorisch
e

Z
eitsch

rift
203,

pp
46-89.&

316-363.

を
参
照
。

（
９
）

こ
の
間
、
エ
リ
ー
ト
層
中
心
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
進
め
方
を
巡
っ
て
は
、
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
内
部
に
も
大
衆
運
動
化

を
求
め
る
批
判
的
な
勢
力
が
あ
っ
た
。
特
に
、
財
政
的
に
も
っ
と
も
恵
ま
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
支
部
が
自
立
的
な
姿
勢
を
見
せ
、
一
九
二
八
年

に
は
一
時
内
紛
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。T

h
éry,

F
ran

ck
(1998),

C
on

stru
ire

l’E
u

rope
d

an
s

les
an

n
ées

vin
gt?

L
’action

d
e

l’E
u

rope
pan

eu
ropéen

n
e

su
r

la
scèn

e
fran

co-allem
an

d
e,

1924-1932
,

G
en

ève
:

In
stitu

t
E

u
ropéen

de
l’U

n
iversité

de

G
en

ève,pp.91-105.
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（
１０
）

ブ
リ
ア
ン
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
」
構
想
に
つ
い
て
は
、L

ipgen
s,

op.cit.

の
他
、
木
谷
勤
（
一
九
六
五
）「
欧
州
統
合
の
理
念
と
現

実
」『
思
想
』
四
八
九
号
、
三
三
八
―
三
四
八
頁
、
も
参
照
。

（
１１
）

グ
ワ
ィ
ヨ
ー
に
関
し
て
ク
伯
は
「
社
会
愛
の
哲
学
者
」（“E

in
P

h
ilosoph

der
sozialen

L
iebe”

）
と
題
す
る
小
論
を
著
し
て
い
る
と

い
う
が
未
見
で
あ
る
。P

osselt,op.cit.,T
eil2.

参
照
。

（
１２
）

邦
訳
は
『
全
集
』
三
巻
、
一
一
―
五
〇
頁
。

（
１３
）

C
ou

den
h

ove-K
alergi,

R
ich

ard
(1962),

E
in

e
Id

ee
erobert

E
u

ropa
,

（
邦
訳
「
回
想
録
」『
全
集
』
七
巻
）、
邦
訳
二
四
―
三
四

頁
。

（
１４
）

“P
rojet

de
P

acte
pan

eu
ropéen

”
(B

erlin
,le

25
fev.1930),in

:
T

h
éry,op.cit.,pp.160-177.

な
お
、
こ
の
協
約
案
は
当
初
独

語
版
と
し
てP

an
eu

ropa
8/5,M

ai1930,pp.149-165.

に
公
表
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
独
語
版
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。

（
１５
）

こ
の
間
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、Z

iegerh
ofer

(1996);
G

eh
ler

(1998),esp.pp.161-7.

（
１６
）

C
ou

den
h

ove-K
alergi,R

ich
ard

(1933),“P
an

eu
ropa

u
n

d
F

aszism
u

s”,in
:

P
an

eu
ropa

9/5,M
ai-Ju

n
i

1933,pp.129-

133.

（
１７
）

こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
独
特
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
も
称
さ
れ
る
ド
ル
フ
ス
体
制
へ
の
支
持
は
、
第
二
次
大
戦
後
ク
伯
に
対
す
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア
で
の
支
持
を
失
わ
せ
た
要
因
と
も
な
っ
た
。G

eh
ler

(1998),p.162.

南
塚
信
吾
編
（
一
九
九
九
）『
ド
ナ
ウ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
』
東

京
・
山
川
出
版
社
、
三
〇
六
―
三
一
四
頁
、
も
参
照
。

（
１８
）

C
ou

den
h

ove-K
alergi,R

ich
ard

(1932),“D
on

au
-U

n
ion

”,in
:

P
an

eu
ropa

8/5,M
ai1932,pp.127-135.

（
１９
）

一
九
三
八
年
二
月
の
駐
オ
ー
ス
ト
リ
ア
独
大
使
の
電
報
か
ら
、
ク
伯
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
敵
視
さ
れ
、
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
電
報
の
情
報
源
は
親
類
で
あ
っ
た
マ
リ
エ
ッ
タ
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
（M

arietta
C

ou
den

h
ove

）
だ
っ
た
が
、
彼
女

は
確
信
的
な
ナ
チ
ス
党
員
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
第
二
次
大
戦
後
、
外
交
史
料
集
の
公
刊
に
よ
り
ク
伯
本
人
の
知
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。C

A
R

E
:

A
P

2.

電
報
の
原
文
は
、A

kten
zu

r
d

eu
tsch

en
au

sw
ärtigen

P
olitik

1918-1945
,

B
aden

-B
aden

:

Im
prim

erie
N

ation
ale,S

erie
D

,B
d.1,p.419.

（
２０
）

フ
ァ
シ
ズ
ム
お
よ
び
ナ
チ
ズ
ム
の
本
質
に
関
す
る
議
論
は
本
稿
の
扱
い
う
る
範
囲
を
遙
か
に
超
え
る
が
、
ク
伯
の
構
想
を
分
析
す
る
観

点
か
ら
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
ナ
チ
ズ
ム
を
峻
別
す
る
立
場
の
方
が
妥
当
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
比
較
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
に
関
し
て
は
、
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山
口
定
（
一
九
七
九
）『
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
東
京：

有
斐
閣
、
が
今
な
お
議
論
の
出
発
点
と
な
る
優
れ
た
著
作
で
あ
る
。

（
２１
）

ク
伯
の
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
解
決
は
、
欧
州
域
外
へ
の
植
民
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
タ
ム
・
ハ
ウ
ス
で
一
九
三
八
年
六
月
に
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、

中
央
ア
フ
リ
カ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
移
民
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。C

ou
den

h
ove-K

alergi,
R

ich
ard,

“A
C

en
tral

E
u

ropean
V

iew
s

ofth
e

E
u

ropean
S

itu
ation

”,2
Ju

n
e

1938,C
A

R
E

:
A

P
2.

（
２２
）

C
ou

den
h

ove-K
alergi,R

ich
ard

(1938),K
om

m
en

d
ie

V
erein

igten
S

taaten
von

E
u

ropa
,G

laru
s

:
P

an
eu

ropa-V
erlag,

pp.20-1.
な
お
、
こ
の
小
著
が
鹿
島
守
之
助
編
訳
の
『
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ク
伯
の

パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
と
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
鹿
島
守
之
助
の
ア
ジ
ア
主
義
が
、
特
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
対
す
る
関
係
を
分
水
嶺
と
し

て
別
々
の
展
開
を
見
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
興
味
深
い
論
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
詳
し
く
は
註
（
６０
）
に
言
及
し
て
い
る
後
日
の
別
稿

を
参
照
願
い
た
い
。

（
２３
）

一
九
三
九
年
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
併
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ク
伯
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
国
籍
を
喪
失

し
、
そ
れ
以
降
は
終
生
フ
ラ
ン
ス
国
籍
と
な
っ
た
。

（
２４
）

『
全
集
』
七
巻
、
二
七
八
―
九
頁
。

（
２５
）

Z
u

rch
er

(1958),pp.10-18.
こ
の
後
、
ザ
ー
ヒ
ャ
ー
は
ク
伯
の
米
国
に
お
け
る
親
友
か
つ
最
大
の
支
持
者
と
な
っ
た
。

（
２６
）

チ
ャ
ー
チ
ル
は
儀
礼
的
な
返
書
こ
そ
欠
か
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
ク
伯
に
何
ら
の
「
言
質
」
を
与
え
る
こ
と
を
せ
ず
、
い
わ
ば
パ
ン
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
と
い
う
「
カ
ー
ド
」
を
保
持
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
。

（
２７
）

L
etter

from
R

ich
ard

C
ou

den
h

ove-K
alergito

L
eo

S
.A

m
ery,8.N

ov.1941,P
R

O
F

O
371/26539.

（
２８
）

こ
の
リ
ッ
プ
マ
ン
の
著
作
を
オ
ッ
ト
ー
大
公
は
徹
底
的
に
批
判
す
る
よ
う
ク
伯
に
要
請
し
、
こ
れ
を
受
け
て
ク
伯
は

“L
etter

to
th

e

E
ditor”

を
送
付
し
て
い
る
。L

etter
from

O
tto

von
H

absbu
rg

to
R

ich
ard

C
ou

den
h

ove-K
alergi(D

E
),12.Ju

ly
1944.L

etter

from
R

ich
ard

C
ou

den
h

ove-K
alergito

O
tto

von
H

absbu
rg

(D
E

),2.A
u

gu
st

&
5.A

u
gu

st
1944.C

A
R

E
:

A
P

2.

（
２９
）

P
osselt,op.cit.T

eil7.

（
３０
）

T
h

e
P

an
-E

u
ropean

C
on

feren
ce

an
d

th
e

R
esearch

S
em

in
ar

for
E

u
ropean

F
ederation

of
N

ew
Y

ork
U

n
iversity,

D
raftC

on
stitu

tion
ofth

e
U

n
ited

S
tates

ofE
u

rope,A
pril1944,C

A
R

E
:

A
P

2.

（
３１
）

L
ipgen

s,W
alter

(1982),A
H

istory
ofE

u
ropean

In
tegration

,V
ol.1

1945-1947
,O

xford
:

C
laren

don
P

ress.,pp.317-
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341.

（
３２
）

一
九
四
八
年
八
月
五
日
付
の
チ
ャ
ー
チ
ル
か
ら
の
書
簡
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
同
盟
（
Ｅ
Ｐ
Ｕ
）
へ
の
名
誉
総
裁
就
任
要
請
に
関
し

て
「
最
大
限
に
前
向
き
の
考
慮
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
最
終
的
な
回
答
を
す
る
前
に
、
こ
の
会
議
が
真
に
欧
州
を
代
表
す
る
集
ま
り
に
な

る
の
か
、
特
に
英
仏
の
議
会
か
ら
十
分
な
参
加
者
を
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
に
関
す
る
情
報
は
英
国
議

会
グ
ル
ー
プ
の
代
表
で
あ
る
ゴ
ー
ド
ン
・
ラ
ン
グ
（G

ordon
L

an
g

）
氏
か
ら
得
て
お
り
ま
す
が
、
私
に
確
証
を
与
え
て
く
れ
る
ほ
ど
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
の
文
面
の
下
に
、
ク
伯
の
手
書
き
で
「P

S

そ
ん
な
「
情
報
」
を
与
え
て
い
る
の
はD

.S
.

﹇
ダ
ン
カ
ン
・
サ
ン
ズ
﹈

で
、G

.L
.

﹇
ゴ
ー
ド
ン
・
ラ
ン
グ
﹈
の
訳
は
な
い
！
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
自
己
の
運
動
に
妨
害
的
な
サ
ン
ズ
に
対
す
る
ク
伯
の
怒
り
を
示
す
史

料
で
あ
る
。1947.8.5,

L
etter

from
W

in
ston

C
h

u
rch

illto
R

ich
ard

C
ou

den
h

ove-K
alergi(E

N
),5.A

u
g

1947.C
A

R
E

:
A

P
2.

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
の
人
名
別
文
書
目
録
に
よ
れ
ば
、
ク
伯
が
チ
ャ
ー
チ
ル
と
の
間
で
交
わ
し
た
書
簡
は
一
一
八
通
、
ダ
ン
カ
ン
・
サ
ン
ズ

と
の
間
の
も
の
は
八
六
通
に
上
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
の
通
信
が
一
九
五
八
年
九
月
ま
で
平
均
的
に
継
続
し
て
い
る
の
に
対
し
、
サ

ン
ズ
と
の
通
信
は
一
九
四
九
年
八
月
を
最
後
に
途
切
れ
、
そ
の
後
は
一
九
六
五
年
五
月
に
儀
礼
的
な
通
信
が
一
通
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
も
ク
伯
が
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
は
別
に
、
サ
ン
ズ
に
不
快
感
を
持
ち
続
け
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

（
３３
）

L
ipgen

s,
op.cit.,

pp.435-441.
こ
の
国
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
と
な
っ
た
十
二
カ
国
と
は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

英
国
、
イ
タ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
で
あ
る
。

（
３４
）

一
九
四
八
年
春
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
運
動
が
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
国
の
一
つ
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
当
時
の
フ
ラ

ン
ス
外
交
は
、
自
国
に
有
利
な
形
で
ド
イ
ツ
問
題
の
解
決
を
図
り
、
か
つ
近
代
化
計
画
（
モ
ネ
・
プ
ラ
ン
）
の
た
め
に
ル
ー
ル
の
良
質
な
石

炭
を
安
価
に
入
手
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
最
大
の
国
益
と
見
な
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
枠
組
を
格
好
の
手

段
と
し
て
用
い
た
の
が
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
で
あ
る
。M

on
n

et,Jean
(1976),M

ém
oires,P

aris
:

F
ayard,p.412.

（
３５
）

ビ
ド
ー
の
意
図
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
二
度
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
六
国
会
談
が
西
ド
イ
ツ
の
建
国
と
ル
ー
ル
国
際
管
理
へ
と
大
き
く
踏
み

出
す
中
で
、
ド
イ
ツ
問
題
解
決
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
こ
と
に
あ
っ
た
。B

itsch
,

M
arie-T

h
rèse

(1986),
“L

e
rôle

de
la

F
ran

ce

dan
s

la
n

aissan
ce

du
C

on
seil

de
l’E

u
rope”,

in
:

P
oidevin

,
R

aym
on

,
ed.,

H
istoire

d
es

d
ébu

ts
d

e
la

con
stru

ction

eu
ropéen

n
e

(m
ars

1948-m
ai1950),B

ru
xelles

:
B

ru
ylan

t.,pp.165-198.

（
３６
）

L
oth

,
W

ilfried
(1990),

D
er

W
eg

n
ach

E
u

ropa.
G

esh
ich

te
d

er
eu

ropäisch
en

In
tegration

1939-1957
,

O
pladen

:
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L
eske

+
B

u
drich

,p.73.

（
３７
）

シ
ュ
ー
マ
ン
仏
外
相
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
欧
州
評
議
会
は
「
何
か
新
し
い
も
の
（som

eth
in

g
n

ew
)

」
の
誕
生
を
意
味
し
た
の
だ
と

い
う
。S

ch
u

m
an

,R
obert

(1953),“F
ran

ce
an

d
E

u
rope”,in

:
F

oreign
A

ffairs,A
pril1953,pp.349-369.

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
価
値
や
文
化
を
含
め
た
広
義
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
」
と
の
相
互
作
用
の
観
点
か
ら
欧
州
評
議
会
の
意
義
を

再
評
価
し
た
最
近
の
研
究
と
し
て
、
上
原
良
子
（
二
〇
〇
二
）「「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
」
と
欧
州
審
議
会
の
成
立
」『
国
際
政
治
』
一
二
九
号
、

九
二
―
一
〇
六
頁
、
が
あ
る
。

（
３８
）

L
ipgen

s,op.cit.,pp.607-14.

（
３９
）

こ
の
時
期
の
英
国
外
交
に
つ
い
て
は
一
次
史
料
に
基
づ
く
多
く
の
研
究
が
出
て
い
る
。
差
し
当
た
り
、K

aiser,
W

olfram
(1996),

U
sin

g
E

u
rope,A

bu
sin

g
E

u
ropean

s
:

B
ritain

an
d

E
u

ropean
In

tegration
,1945-1963

,L
on

don
:

M
acm

illan
;

M
ilw

ard,

A
lan

S
.(2002),T

h
e

R
ise

an
d

F
allofa

N
ation

alS
trategy

1945-1963
,L

on
don

:
F

ran
k

C
ass

;

細
谷
雄
一
（
二
〇
〇
一
）『
戦

後
国
際
秩
序
と
イ
ギ
リ
ス
外
交
』
東
京：

創
文
社
、
等
を
参
照
。

（
４０
）

一
九
五
〇
年
代
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
に
つ
い
て
も
公
開
さ
れ
た
外
交
史
料
に
基
づ
く
研
究
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｅ
Ｃ
委
員
会
が
各
国
の
歴
史
家
を
組
織
し
て
結
成
し
た
「
欧
州
統
合
史
リ
エ
ゾ
ン
・
グ
ル
ー

プ
」（T

h
e

E
u

ropean
C

om
m

u
n

ity
L

iaison
C

om
m

ittee
of

H
istorian

s

）
の
学
会
ペ
ー
パ
ー
を
編
纂
し
た
論
文
集
が
実
証
的
な
研
究

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
七
冊
目
に
あ
た
る
最
新
の
論
文
集
は
、L

oth
,

W
ilfried

ed.
(2001),

C
rises

an
d

C
om

prom
ises

:

T
h

e
E

u
ropean

P
roject1963-1969

,B
aden

-B
aden

:
N

om
os.

（
４１
）

フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ッ
ク
マ
ン
の
創
設
し
た
道
徳
再
武
装
運
動
（
Ｍ
Ｒ
Ａ
）
も
反
共
的
な
活
動
で
知
ら
れ
、
ま
た
仏
独
和
解
に
一
定
の
役
割

を
果
た
す
な
ど
、
ク
伯
の
活
動
と
親
和
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
一
九
五
四
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
両
者
の
間
に
連
携
の
動
き
も
見
ら

れ
た
が
、
そ
れ
以
後
連
絡
は
途
切
れ
た
よ
う
で
あ
る
。L

etters
betw

een
R

ich
ard

C
ou

den
h

ove-K
alergian

d
F

ran
k

B
u

ch
m

an
,

24.

M
ay,28.M

ay,31.M
ay

&
8.Ju

ly
1954,C

A
R

E
:

A
P

2.

（
４２
）

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
ケ
ル
ン
市
長
で
あ
っ
た
一
九
三
〇
年
当
時
に
は
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。F

on
d

771/1/90.

（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
所
蔵
モ
ス
ク
ワ
文
書
）

（
４３
）

L
etter

from
M

artin
N

iem
öller

to
R

ich
ard

C
ou

den
h

ove-K
alergi(D

E
),11.F

ebru
ary

1956,C
A

R
E

:
A

P
2.
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（
４４
）

こ
の
第
二
次
大
戦
後
の
一
一
回
の
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
の
内
、
第
四
回
ま
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
員
同
盟
（
Ｅ
Ｐ
Ｕ
）
の
大
会
と
し

て
開
か
れ
、
第
五
回
は
一
九
五
〇
年
に
開
か
れ
た
仏
独
議
員
会
議
を
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
（
Ｐ

Ｅ
Ｕ
）
の
大
会
と
し
て
は
、
バ
ー
デ
ン
・
バ
ー
デ
ン
（
第
六
回：

一
九
五
四
年
、
第
七
回：

一
九
五
五
年
）
、
バ
ー
ト
・
ラ
ガ
ツ
（
第
八
回：

一
九
五
七
年
）、
ニ
ー
ス
（
第
九
回：

一
九
六
〇
年
）、
ウ
ィ
ー
ン
（
第
一
〇
回：

一
九
六
六
年
）、
ア
ー
ヘ
ン
（
第
一
一
回：

一
九
七
一
年
）、

の
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
４５
）

S
ch

ön
du

be,op.cit.,p.49.

（
４６
）

ハ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
Ｅ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
と
激
し
く
対
立
し
、
一
九
六
五
年
に
は
九
カ
月
に
も
及
ぶ
「
マ
ラ
ソ
ン
政
治
危
機
（
空
席
危
機
）」
を

惹
起
し
た
ド
ゴ
ー
ル
仏
大
統
領
に
対
し
て
、
特
に
同
時
代
の
連
邦
主
義
者
の
間
に
は
「
欧
州
統
合
の
敵
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
た
面

が
あ
る
。
し
か
し
、「
諸
祖
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」（E

u
rope

des
P

atries

）
を
唱
え
、
実
際
に
政
治
同
盟
構
想
（
フ
ー
シ
ェ
・
プ
ラ
ン
）
を

推
進
し
た
ド
ゴ
ー
ル
は
、
独
特
の
「
統
合
」
観
を
持
っ
た
強
固
な
「
欧
州
主
義
者
」
と
も
評
価
で
き
る
。
そ
う
し
た
ド
ゴ
ー
ル
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
策
を
実
証
的
に
再
解
釈
し
た
も
の
と
し
て
、L

oth
,

W
ilfried

/P
ich

t,
R

obert
(1991),

D
e

G
au

lle,
D

eu
tsch

lan
d

u
n

d
E

u
ropa

,

O
pladen

:
L

eske
+

B
u

drich
.

（
４７
）

L
etter

from
R

ich
ard

C
ou

den
h

ove-K
alergito

D
r.C

h
ristian

s
K

ru
ll,11.F

ebru
ary

1966,C
A

R
E

:
A

P
2.

（
４８
）

A
van

t-projet
d

’u
n

e
C

on
stitu

tion
F

éd
erale

E
u

ropéen
n

e
presén

té
par

le
C

om
ité

C
on

stitu
tion

elle
pou

r
les

E
tat-U

n
is

d
’E

u
rope,S

trasbou
rg,le

6
m

ai1951.

邦
訳
は
、『
全
集
』
二
巻
、
一
六
八
―
一
七
二
頁
。

（
４９
）

C
ou

den
h

ove-K
alergi,R

ich
ard

(1958),“P
aris,C

apitale
de

l’E
u

rope”
in

:
L

e
M

on
d

e,le
3

jan
vier

1958.

（
５０
）

F
on

d
V

ittorio
P

on
s,C

A
R

E
:

A
P

19.

（
５１
）

欧
州
議
会
は
長
ら
く
各
国
の
国
会
議
員
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
六
年
七
月
の
理
事
会
で
欧
州
議
会
直
接
選
挙
法

が
合
意
さ
れ
、
加
盟
国
の
批
准
を
経
て
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実
際
に
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
第
一
回
欧
州
議
会
直
接
選
挙
は
、
一
九

七
九
年
六
月
に
各
国
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
オ
ッ
ト
ー
大
公
は
立
候
補
に
備
え
る
べ
く
ド
イ
ツ
市
民
権
を
取
得
し
、
最
終
的
に
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の

比
例
名
簿
の
第
三
位
に
搭
載
さ
れ
て
当
選
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
際
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
内
部
で
は
オ
ッ
ト
ー
大
公
の
擁
立
を
巡
っ
て
激
し
い
争
い
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
当
時
幹
事
長
の
職
に
あ
っ
た
シ
ュ
ト
イ
バ
ー
（E

dm
u

n
d

S
toiber

）
現
党
首
は
強
く
反
対
し
た
も
の
の
、
ア

イ
グ
ナ
ー
（H

ein
rich

A
ign

er

）
ら
支
持
者
に
押
し
切
ら
れ
た
と
い
う
。B

aier/D
em

m
erle,op.cit.pp.374-395.
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（
５２
）

P
osselt,op.cit.

（
５３
）

オ
ッ
ト
ー
大
公
の
著
作
は
数
知
れ
な
い
ほ
ど
だ
が
、
そ
の
多
く
が
時
評
的
な
要
素
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
管
見
す
る
限

り
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
憲
法
体
制
に
関
す
る
体
系
的
な
構
想
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
復
古
的
な
志
向
性
は
以
下
の
よ

う
な
著
作
の
端
々
に
読
み
と
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。O

tto
von

H
absbu

rg
(1986),D

ie
R

eich
sid

ee
:

G
esch

ich
te

u
n

d
Z

u
ku

n
ftein

er

ü
bern

ation
alen

O
rd

n
u

n
g

,W
ien

:
A

m
alth

ea.;
O

tto
von

H
absbu

rg
(1996),D

ie
P

an
eu

ropäisch
e

Id
ee,W

ien
:

A
m

alth
ea.

（
５４
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
計
画
〜
こ
う
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
壁
は
崩
壊
し
た
〜
」（
一
九
九
三
年
）
の
当
事
者
へ

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
も
参
考
に
な
る
。

（
５５
）

オ
ッ
ト
ー
大
公
の
側
近
に
よ
る
伝
記
や
回
顧
録
に
依
拠
し
た
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
果
た
し
た

役
割
を
確
定
す
る
こ
と
は
特
に
難
し
い
。
例
え
ば
、
側
近
に
よ
る
伝
記
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
最
大
の
実
力
者
で
あ
っ
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（F

ran
z-

Josef
S

trau
ß

）
が
オ
ッ
ト
ー
大
公
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
が
伸
長
し
た
要
因
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
回
顧
録
に
は
オ
ッ
ト
ー
大
公
に
言
及
し
た
箇
所
は
皆
無
で
あ
る
。Strau

ß,F
ran

z-Josef

(1989),D
ie

E
rin

n
eru

n
gen

,B
erlin

:
S

iedler.

（
５６
）

但
し
、
こ
の
独
占
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
は
、
当
時
「
新
聞
王
」
と
も
称
さ
れ
た
デ
イ
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
紙
発
行
人
の
故
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ッ
ク
ス

ウ
ェ
ル
に
よ
っ
て
東
ベ
ル
リ
ン
の
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
議
長
の
執
務
室
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
親
東
独
の
姿
勢
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ア

ル
ゲ
マ
イ
ネ
紙
が
「
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
、
ホ
ー
ネ
ッ
カ
ー
を
賞
賛
」
の
見
出
し
で
批
判
し
た
類
の
も
の
で
は
あ
る
。

（
５７
）

こ
の
点
は
、
そ
の
後
二
次
に
わ
た
る
ヤ
ウ
ン
デ
協
定
（
一
九
六
四
年
―
）、
四
次
に
わ
た
る
ロ
メ
協
定
（
一
九
七
五
年
―
）、
コ
ト
ヌ
協

定
（
二
〇
〇
二
年
―
）、
と
展
開
す
る
Ｅ
Ｕ
の
開
発
援
助
政
策
に
関
わ
る
論
点
で
あ
る
。
主
と
し
て
経
済
学
的
な
観
点
か
ら
ロ
メ
協
定
を
扱

っ
て
い
る
最
近
の
研
究
と
し
て
、
前
田
啓
一
（
二
〇
〇
〇
）『
Ｅ
Ｕ
の
開
発
援
助
政
策
』
東
京：

御
茶
の
水
書
房
。

（
５８
）

第
二
次
大
戦
下
の
獄
中
で
発
し
た
「
ヴ
ェ
ン
ト
テ
ー
ネ
宣
言
」
か
ら
一
九
八
六
年
の
単
一
欧
州
議
定
書
の
成
立
に
至
る
ま
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
統
合
の
進
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ス
ピ
ネ
ッ
リ
（A

ltiero
S

pin
elli

）
の
統
合
構
想
に
つ
き
、
第
二
次
大
戦
後
の
連
邦
主
義
理
論

の
展
開
に
も
触
れ
つ
つ
分
析
し
た
興
味
深
い
論
考
と
し
て
、
八
十
田
博
人
（
一
九
九
三
）「
ス
ピ
ネ
ッ
リ
の
欧
州
同
盟
構
想
」
日
本
Ｅ
Ｃ
学

会
編
『
Ｅ
Ｃ
の
政
治
統
合
』（
日
本
Ｅ
Ｃ
学
会
年
報
第
一
三
号
）
東
京：

有
斐
閣
、
一
―
二
四
頁
。

（
５９
）

こ
の
中
東
欧
へ
の
Ｅ
Ｕ
拡
大
と
統
合
構
想
の
問
題
に
関
連
し
て
、
特
に
中
欧
か
ら
の
視
点
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
の
再
検
討
を
試
み
た

（阪大法学）５３（３・４―３９０）１０１２〔２００３．１１〕



も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
中
・
東
欧
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
世
界
史
的
意
味
」『
海
外
事
情
』
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
、
五
三
―
六
三
頁
、
も
参
照
願
い

た
い
。

（
６０
）

ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
家
が
、
青
山
光
子
と
の
繋
が
り
を
核
と
し
て
、
日
本
と
親
密
な
関
係
を
保
っ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
と
日
本
と
の
関
係
も
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
時
代
に
は
鹿
島
守
之
助
や
鳩
山
一
郎

（
さ
ら
に
は
友
愛
青
年
同
志
会
―
現
在
の
日
本
友
愛
青
年
協
会
―
）、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
時
代
に
は
田
中
清
玄
を
中

心
に
、
親
密
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。
こ
う
し
た
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
と
日
本
と
の
関
係
が
相
互
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
別
稿
を

準
備
中
で
あ
る
。

パン・ヨーロッパ運動の憲法体制構想
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